
妊娠７週の経睦超音波所見を示す。
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経腫超音波所見
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今後の妊娠、分娩経過で発症する可能性が少ないのはどれか。

ａ切迫早産

ｂ 前 置 胎 盤

ｃ 弛 暖 出 血

ｄ妊娠高血圧腎症

ｅ双胎間輸血症候群
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次の文を読み２～４の問いに答えよ。

７５歳の女性。今朝から何となく普段と様子が違うとのことで、家人に付き添われ救急外来を受診し

た。自発開眼しており、医師の指示に従って緩慢ながらも上下肢を動かすことができるが、今日が何

月何日かわからず会話にやや混乱がみられる。

２この状態を示す意識レベルの記載として適切なのはどれか。

ａＪＣＳＩ－１

ｂＪＣＳＩ－３

ｃＪＣＳⅡ-lＯ

ｄＧＯＳＥ４Ｖ４Ｍ６

ｅＧＣＳＥ４Ｖ５Ｍ５

３患者には50歳代から高血圧があり他院より降圧薬を処方されていた。般近の処方内容に変化はな

く、血圧も安定しており、健康状態にも特に異常はなかった。飲酒歴・喫煙歴はない。

身体診察で、体温38.2℃、呼吸２４回/分、血圧140/90ｍｍＨｇ、脈拍１００/分、整。経皮酸素飽和度

は９８％（室内気)。頭頚部および胸部に特記すべき異常はない。腹部は平坦・軟で、圧痛や腫揃を

認めない。右の肋骨脊柱角に叩打痛を認める。四肢に浮腫はなく、皮疹を認めない。眼底にうっ血

乳頭は認めず、神経学的に明らかな異常はない。

まず行うのはどれか。２つ選べ。

ａ尿検査

ｂ髄液検査

ｃ血糖値測定

ｄ胸部エックス線

ｅ頭部単純CT検査

４この患者の意識障害の原因として考えられるのはどれか。

ａ脳卒中

ｂ髄膜 炎

ｃ市中 肺炎

．副腎不全

ｅエンドトキシン血症

－５０１－２－
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６３２歳の男性。主訴：めまい、頭痛、労作時の動1季と息切れ。

現病歴：３年ほど前より、会社の健康診断で高血圧を指摘されていたが放慨していた。２か月前

より、労作時の動1季と息切れを自覚するようになり、突然のめまい、頭痛を生じること

が多くなり来院した。

聴診上、心音心雑音に異常はなく、肺野も清であった。腹部は平坦で、肝牌は触れず、ぐる音は

正常であるが、血管性雑音を聴取した。

以下に、腎血流シンチグラムおよび腹部MRIアンギオを提示する。

前立腺癌について、正しいのはどれか。

ａ肝臓は好発転移部位である。

ｂ５０歳以下の若年男性に多く発症する。

ｃ血清腫傷マーカーとして、PSAが有用である。

d組織型として、95％以上が届平上皮癌である｡

ｅ腫傷増殖因子として、エストロケンが関与する。
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腹部ＭＲｌアンギオ
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７２１歳の女性。最近になって労作時に息切れを感ずるようになった。本例の左足を示す。本疾患について誤っているのはどれか。

ａ若年者では線維筋性増殖によるものが多い。

ｂ腎血流シンチグラムで患側腎の血流異常が示されている。

c収縮期と拡張期血圧のいずれも上昇する。

ｄバルーンカテーテルを用いた腎血管拡張術の適応がある。

８５１歳の男性。機械製造工場勤務。妻と息子、娘と同居している。３０歳代から、慢性的な過量飲酒

を認め、５年前から、手指振戦が出現。会社の定期健診で肝機能障害を指摘されるが、病院には行

かずに放置していた。ここ半年は、会社も休みがちで、朝から飲酒することもあった。昨日から、

急に歩けなくなり、息子がなんとか立たせてもよろめいてしまった。また、家族が話しかけても、

「うん、うん」と答えるのみで、会話が成立せず、ときに「泥棒が来てる。警察に連絡しろ｣、「地

獄に落ちるぞ」などの発言を認めた。心配した家族が救急車を要請し、病院に搬送された。診察時

には、見当識障害と眼球運動障害を認めた。

考えられる疾患はどれか。

ａ僧帽弁閉鎖不全症

ｂ原発性肺高巾序斥

cEisenmenger症候群

ｄ不安定狭心症

ｅ閉塞性肥大型心筋症

ｅアンジオテンシンⅡ受容体桔抗薬は禁忌である。

､琴

Ｆ可

qＬ

本例の左足

診断はどれか。

ａアルコール幻覚症

bKorsakoff症候群

ｃ複雑酪町

ｄ統合失調症

eWemicke脳症

９４０歳の男性。交通事故で受傷し、救急車で搬送され受診した。左腔骨の皮下骨折を認める。

急性期・亜急性期合併症として誤っているのはどれか。

a偽関節

ｂ肺塞 栓庁

ｃショック

ｄ脂肪塞栓症候群

ｅ コ ンパートメント症候群
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１０６６歳の男性。肝硬変症に伴う牌腫による血小板減少症に対する治療目的で入院。下記の図ｌが

治療前、図２が治療後の血管造影像である。

１１６８歳の男性。近医で胃に病変を指摘され来院した。内視鏡写真を示す。

この内視鏡検査で使用された色素はどれか。

ａルゴール

ｂメチレンブルー

ｃトルイジンブルー

．インジゴカルミン

ｅ ク リ スタルバイオレット

この治療法について誤っているのはどれか。

ａ血小板の増加が期待される。

ｂ副作用に、発熱や痔痛がある。

ｃ治療後にも牌静脈は描出されている。

ｄ牌臓の下種を中心に塞栓されている。

ｅ血小板３万以下の症例には禁忌である。
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１３図ｌにおいて☆印の0T値がもっとも近いのは図２のＡ～Ｅのうちどれか。１２３６歳の男性。

現病歴：半年前頃から、右手次いで左手の感覚が鈍くなった。熱さが分かりにくく、火傷をしても

痛みを感じなかった。ｌか月前より両手の脱力と、腕が細くなったことを自覚し来院した。

神経学的所見：意識清明、脳神経に異常なし。両手および前腕筋の筋萎縮を認め、握力も低下して

いる。深部腿反射を図ｌに示す。両手に温痛覚だけの感覚鈍麻を認める（左右とも同様）（図２の

着色部分)。勝暁直腸障害なし。

pH目

本症例の神経症状を典型例が示す疾患はどれか｡

ａ横断性脊髄炎

ｂ脊髄空洞症

ｃ前脊髄動脈症候群

dBrown-Sequard症候群

ｅ筋萎縮性側索硬化症
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１４血液透析について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ除水は透析膜を介して透析液と血液の間に生じる圧差で行う。

ｂ透析液の浸透圧は正常の血築浸透圧より高く調整されている。

ｃ体外循環の血流量は、80,,,4/mjnで十分な効率が得られる。

ｄ透析液のカリウム濃度は血中濃度の基準値より低く設定されている。

ｅブラッドアクセスの穿刺は、脱血側は返血側より近位側で行う。

『

１５３５歳の男性。健診にて胸部異常陰影を指摘され来院した。胸部エックス線写真と病変部の組織

像（H-E染色）を示す。

声謬』i蕊蘇寺

胸部エックス線写真

この疾患について、正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ自然寛解が多い。

ｂ血清LDHが高値である。

ｃ病変内に抗酸菌が同定される。

ｄツベルクリン反応が陰性化する。

ｅ気管支洗浄液内の好中球が増加する。

－５０１－１１－

病変部の組織像（H-E染色）

『

１６３５歳の女性。めまいを主訴に来院。この時点で疾患Ａである確率は20％であった。そこである

検査をしたところ陽性であった。この検査結果を考慮した場合、この女性が疾患Ａである確率は

検査をする前の何倍か（小数点第2位以下は四捨五入)。但し、この検査の疾患Aに対する感度は

７０％、特異度は90％である。

ａ1.5倍

ｂ1.8倍

ｃ３２倍

ｄ3.6倍

ｅ6.4倍

１７Ｂ型急性大動脈解離の合併症として発症しないのはどれか。

a腸管 虚血

ｂ下肢虚血

ｃ急性腎不全

ｄ大動脈破裂

ｅ急性心筋梗塞

１８２４歳の女性。複視と歩行時のふらつきで来院した。１０日前に感冒症状があったが数日で軽快し

た。２日前より物が二重に見え、歩行時にふらつくようになり、徐々に増悪してきた。診察にて

水平方向の眼球運動制限を認め、左方視で複視が出現する。四肢筋力は正常だが四肢の深部健反

射は両側とも消失。両上下肢の協調運動障害を認めた。脳脊髄液検査では細胞数は正常、蛋白に

ついては軽度の上昇を認めた。

この疾患について誤っているのはどれか。

ａ自然軽快し予後良好である。

ｂｌか月以上の進行はみられない。

ｃステロイドパルス療法が有効。

ｄ免疫グロブリン大量静注が有効。

ｅ血液中抗GQ1b抗体陽性率が高い。

－５０１－１２－
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２１６０歳の男性。胸部異常陰影の精査にて非小細胞肺癌（cT3N3MO）と診断された。

胸部エックス線写真と胸部造影ＣＴとを示す。

１９５６歳の男性。１か月前から起き上がると急に後頭部が引っ張られるような痛みが出現した。安

静臥床ですぐに消失す愚が、起きると頭痛が出現するため寝て過ごすようになった、近医を受診

し緊張型頭痛と診断され、鎮痛剤を処方されたが改善しないため当院を受診した。既往歴に特記

事項なし。受診時、一般身体的には異常なし。神経学的には眼底、髄膜刺激徴候も含め異常所見

は認めない。頭部CTは異常なし。

出現しにくいのはどれか。

ａ縮瞳

ｂ背部痛

ｃ発汗異常

．けいれん

ｅ上肢のしびれ

考えられる診断はどれか。

ａ脳出血

ｂ<も膜下出血

ｃ脳脊髄液減少症

ｄ片頭痛

ｅ群発性頭痛
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画

際.』２０図に示す末梢血の赤血球像を呈する疾患名の組み合わせ（Ａ－Ｂ－Ｃ順）で正しいのはどれか。

ａ骨髄線維症一溶血性貧血一寒冷凝集素症

ｂ骨髄線維症一遺伝性球状赤血球症一多発性骨髄腫

ｃ鉄欠乏性貧血一巡伝性球状赤血球症一寒冷凝集素症

ｄ鉄欠乏性貧血一溶血性貧血一マクログロブリン血症

ｅ血栓性血小板減少性紫斑病一溶血性貧血一多発性骨髄腫
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２２６５歳の男性。２週間前より咳鰍と労作時呼吸困難が出現したため来院した。胸部エックス線写

真で右胸水貯留を認めた。胸水の原因精査のために、胸腔穿刺を実施することになった。

胸腔穿刺施行に有用な検査はどれか。

ａ胸部造影ＣＴ

ｂ超音波検査

ｃＦＤＧ－ＰＥＴ

ｄｃ７Ｇａシンチグラフィー

ｅ気管支内視鏡検査
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胸部エックス線写真 胸部造影CＴ
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次の文を読み、２４～25の問いに答えよ。

５４歳の女性。生来健康。昨日の夕食後に心嵩部痛が出現した。その後、腹痛は消失し発熱も認めら

れなかったが、心配になり来院した。来院時の腹部超音波検査写真と内視鏡的逆行性胆管牌管造影

(ERCP）施行時の胆管造影を示す。

２３２３歳の男性。重症型潰傷性大腸炎と診断され10日前に入院した。禁食で点滴治療とステロイド

の静脈内投与を行っていたが、昨日から腹痛が増強した。意識は清明だが表情は苦悶状である。

腹部は全体的に膨満し、膳周囲を中心に強い圧痛を認めた。血圧78/36mmHg，脈拍数120/分、体温

39.5℃･腹部単純エックス線写真を示す。
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２４正しいのはどれか。

ａ胆狸癌が疑われる。

ｂ胆管癌が疑われる。

ｃ総胆管結石がみられる。

ｄ胆嚢ポリープが疑われる。

ｅ音響陰影がみられる。

治療方針として正しいのはどれか。

ａ結腸全摘術

ｂ免疫抑制剤投与

ｃ抗コリン剤投与

ｄ白血球除去療法

ｅステロイド強力静注療法
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２５適切な治療法はどれか。

ａ肝切除術を予定する。

ｂ緊急手術で胆嚢を摘出する。

ｃ陣頭十二指腸切除術を予定する。

ｄ腹腔鏡下胆渡摘出術を予定する。

ｅ緊急に経皮経肝胆蕊ドレナージをする。

百

Ｆ
凶

。

腹部単純エックス線写真
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腹部超音波検査写真
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ERCP施行時の胆管造影写真
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２６気道異物について誤っているのはどれか。

ａ異物は豆類が最も多い。

ｂ気道確保して酸素投与を行う。

ｃ症状は突然の咳吸と順吐、チアノーゼである。

ｄまずは口の中に指を入れて異物があるかどうか確かめる。

ｅ意識があり、気道が確保されている場合にはハイムリッヒ法を行う。

次の文を読み、２８～30の問いに答えよ。

急性膿胸、原発性肺癌、縦隔腫癌に関して答えよ。

２８急性膿胸に関して正しいのはどれかＣ

ａ発熱は畷度である。

ｂ胸腔穿刺で診断する。

ｃ抗菌薬は局所投与する。

ｄ結核由来が多い。

ｅ肺炎は原因とならない。

２７１８歳の男性。３日前より発熱を自覚していた。本日早朝より頭痛、｜ＩＥ吐、項部硬直を認め来院

した。髄液検査により、細菌性髄膜炎が疑われた。髄液のグラム染色を示す。

ａ
９
Ｄ
Ｃ
１
ｑ
ｅ

原因菌として考えられるのはどれかｃ ２９原発性肺癌について正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ扇平上皮癌は女性に多い。

ｂ小細胞癌は化学療法薬に感受性が低い。

ｃ大細胞癌は閉塞性肺炎を合併することが多い。

ｄ肩平上皮癌は喫煙が危険因子である。

ｅ腺癌の頻度が最も高い。

辱
し

減笹

色Haemophjljsmnuenzae

Neissenamenjngitidis

Streptococcuspneumomae

lQebsiellapneumomae

B2t-1ill'１Rcereus

－５０１－１７－

３０縦隔腫傷と好発部位の組合せで正しいのはどれか。

ａ神経原性腫傷一一一一一一一一一一一一一一前縦隔

ｂ心膜嚢胞一一一一一一一一一一一一一一一一後縦隔

ｃ縦隔内甲状腺腫一一一一一一一一一一一一一中縦隔

ｄリンパ服一一一一一一一一一一一一一一一一後縦隔

ｅ奇形腫一一一一一一一一一一一一一一一一一前縦隔

一壁

髄液のグラム染色

－５０１－１８－



診断に有用な検査はどれか。

ａ 眼 圧 検 査

ｂ暗順応検査

ｃ角膜知覚検査

ｄ網膜電図検査

ｅ中心フリッカー検査

Ｉ

３１４０歳の女性。自宅内での火災で熱傷を受傷し搬送されてきた。 ３３８２歳の女性。１３歳時に頭部に熱傷受傷、同部がケロイドになっていた。

１年前から一部が隆起しはじめ、ｌか月前から急速に拡大したため来院した。

最も優先される初期治療として適切なのはどれか。

ａ気道の確保

ｂ静脈路の確保

ｃ減張切開

.局所の冷却

ｅｌ傍眺カテーテルの留置

もっとも可能性のある疾患はどれか。

ａ粉掴

bBowen病

ｃ悪性黒色腫

ｄ皮府肩平上皮癌

ｅ乳房外Paget病

■

Ll

３２５５歳の女性。視力低下を主訴に来院した。小さい頃から暗いところではよく見えなかったとい

う。矯正視力は両眼とも（0.2）であった。左眼の眼底写真を示す。右眼も同様の所見であった。

』

『
・仮

は

戸 按逗

④

左眼の眼底写真

ダ

－５０１－２０－

３４星状神経節ブロックで出現しないのはどれか。

ａ縮 瞳

ｂ眼裂狭小

ｃ眼 球結膜充血

ｄ顔面皮間温上昇

ｅ上肢筋弛緩

－５０１－１９－



主旨
＝'二十三

『Ｆ
・
巳

４第２前方後頭位分娩の児頭回旋で正しいのはどれか。

ａ第１回旋で方位点は大泉門となる。

ｂ第２回旋で大泉門が恥骨結合側に回旋する。

ｃ骨盤潤部で矢状縫合は第１斜径に一致する。

ｄ骨盤出口部で矢状縫合は枇径に一致する。

ｅ第４回旋で児頭は反時計回りに90度回旋する。

次の文を読み、１～３の問いにIこ答えよ。

３０歳の１回経産婦。前回の妊娠は妊娠40週０日で３，１００９の男児を自然経睦分娩した。今回の妊娠経

過は順訓であった。妊娠38週2日に陣痛が発来し入院となった。入院時の超音波検査による胎児推定

体重は3,0009であった。内診所見は先進部は児頭を触れ、ＳＰ－２、子宮口４cm開大、胎胞を触知した。

入院時の胎児心拍数図を示す。
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胎児心拍数図

入院時の胎児超音波所見として正しいのはどれか。

ａ羊水量の減少

ｂ頭囲/腹囲比の高値

ｃ胎動を確認できる。

ｄ勝帯動脈RＩ（resistanceindex）の増加

ｅ中大脳動脈RＩ（rPRiRt月nceindex）の低下

Ｉ

２胎児心拍数図所見で正しいのはどれか。

ａ胎児頻脈を認める。

ｂ一過性頻脈を認める。

ｃ遅発一過性徐脈認める。

ｄ変動一過性徐脈を認める。

ｅ基線細変動が消失している。

３この時点で対応として適切なのはどれか。

ａ 経 過 観 察

ｂ 帝王切開術

ｃ子宮収縮抑制薬の投与

ｄ子宮収縮促進薬の投与

ｅ副腎皮質ステロイド薬投与

－５０２－２－
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~ＩＴｍＴＩＴｍ~ＦＩ＋

ｒ

７２８歳の男性。無痛性の陰嚢腫大を主訴に来院。超音波検査では右精巣に充実性腫癌を認めた。血

液検査では、ＡＦＰ44,800,9/1112（基準値；２０未満)、ＬＤＨ2,3001U/Ｉ（基準値；115-245）と高値を

示した。腹部造影OTを示す。

次の文を読み、５～６の問いに答えよ。

７０歳の女性。駅のホームで突然倒れたところを目喋された。近くにいた人が、呼びかけに反応せず、

脈も触れないことを確認した。５分後に救急隊が到着したところ一般人が心臓マッサージを施行中で

あった。

１１１１１１１Ⅱ９口.__

１ｌｌｌｌｌｌＭｌｌＩｌｌｌｌＶ

対･応として正しいのはどれか。

ａ導尿

ｂ経過観察

ｃ陰嚢穿刺

ｄ高位精巣摘除術

ｅ経直腸的前立腺生検

５あなたがこの状況のとき現場にいたとする。周囲には倒れた人とあなた以外誰もいない〔

あなたが行う処置で誤っているのはどれか｡２つ選べ。

ａ胸部を圧迫する。

ｂ下肢を挙上させる。

ｃＡＥＤを自分で取りに行く。

ｄ頭部後屈させ気道を確保する。

ｅ頚動脈触知にて脈拍の有無を確認する。

腹部造影CT所見６救急隊が到着し、救急車内から持参したAEDを装着したところ、下記のようなモニター波形であ

った。

８４２歳の男性。会社員。３８歳時から、現在まで、うつ病の診断で精神科への入院歴が２回ほどある。

１年前に退院してからは、精神科の外来に通院しており、抗うつ薬と睡眠薬の内服を継続していた。

元々は真面目で控えめな性格であったが、３週間くらい前から、「この会社を良くするためには、

組織を改革しないと駄目だ」と言い出し、上司に「あなたのやり方では会社がつぶれる」と文句を

言うようになった。また、「俺みたいな一流の男は、着る服も一流じゃないとね」と言い、ブラン

ド物の洋服をキャッシュカードで衝動買いしたりするようになった。１週間前からは、「世界は常

に動いている。世界の動向をつかまなくては！」と言い、テレビのニュース番組をノートにメモ書

きしながら観るようになったり、「この報道はおかしい」とテレビ局にクレームの電話を掛けたり

するようになったため、心配した妻が患者を通院先の精神科に連れてきた。

この心電図所見で正しいのはどれか。

WIIIl

「

Ｆ
亀

ａ心室頻拍

ｂ心室細動

ｃＷＰＷ症候群

ｄ心室性期外収縮

ｅ発作性上室性頻拍

l雛跡
ｌｌＩＪ

雌蝿蝿鵬蝿挫騨哩
,ｌ１ＡＩｌ

－５０２－４－

Ｖ

モーター波形

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ睡眠薬を中止する。

ｂ抗うつ薬を増量する。

ｃ炭酸リチウムを開始する。

ｄ塩酸ドネペジルを開始する。

ｅバルプロ酸ナトリウムを開始する。

－５０２－３－



９この変形の名称は何か。

ａ軸転位

ｂ反張肘

ｃ 内 反 肘

． 外 反 肘

ｅ屈曲拘縮

「

Ｆ
膳

１１ＣＴ画像の症例について正しいのはどれか。２つ選べ。

aCAl9-9が上昇する。

ｂ耐糖能障害が出現する。

cHypervascmlarな腫傷である。

ｄ最も多い主訴は、背部痛である。

ｅアルコール過摂取が原因である。

次の文を読み、９～１０の問いに答えよ。

３歳の男児。いすから転落して、自宅近くの整形外科医院で右肘部の骨折と診断された。４週間の

ギプス包帯による外同定で骨折部は癒合した。しかしギプスを除去したところ写真に示すような変形

が明らかになった。

『

－５０２－６－

１０原因となる骨折として最も考えられるのはどれか。

ａ肘頭骨折

ｂ肘関節脱臼骨折

ｃ上腕骨小頭骨折

．上腕骨順上骨折

ｅ上腕骨外穎骨折

CT画像

－５０２－５－
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『

この画像診断で転移性骨腫傷の診断をする際に原発巣として最も可能性が１２５６歳の男性。２年前から便に血液が付着するのを自覚していた。最近、下痢と便秘を繰り返すよ

うになり来院した。来院時、身長172cm、体重７０kg、腹部所見は異常なし。血液所見：赤血球数

450万、Ｈb13.59/6M，白血球数6,200．血清生化学所見：総蛋白7.29/伽、総コレステロール230唾/〃、

CRP0.3mg/〃･横行結腸部の注腸造影写真を示す。

１３核医学画像を示す。この

高い疾患は次のうちどれか。

ＰＯＳｒＬ
腎細胞癌

肝細胞癌

前立腺癌

肺癌

甲状腺癌

ＡＮＴＲ

ａ
‐
，
Ｃ
‐
。
ｅ

■
匂

蝋

－５０２－７－

』牛『児

－５０２－８－

適切な治療法はどれか。

ａ放射線治療

ｂ外科的腸切除

ｃ内視鏡的摘除

ｄ抗癌化学療法

ｅ経Ⅲ門的局所切除

嘘

Ｆ
Ｌ

ｆ

!ボ

核医学画像

毎鷺Ｅ』.、
Ｐ

瀞．（鍔『1ｌ
－ｉ§
卿 ‘ ,

横行結腸部の注腸造影写真

、４



可

ｒ
凶

161960年代に撮影された富山神通川流域に居住する女性の写真を示す。

大腿骨部の痛み、腰痛を訴え、この写真を搬られたときは常に「痛い、痛い」と訴えていた。

また股関節の開排制限がある。

１４５０歳の女性。人間ドックの腹部超音波検査で異常を指摘され来院ｃ

真を示す。母親が慢性維持透析療法を受けている。

当院での腎臓超音波検査写

みられるのはどれか。

ａ低血圧となる。

ｂ<も膜下出血を発症する。

ｃ副腎皮質ステロイド剤が有効である。

ｄ腎臓移植の適応がない。

ｅ腹膜透析が第一選択となる。

このような症状を訴える患者に共通して見られる検査所見はどれか。

ａ血中メトヘモグロビン検出

ｂ血消コリンエステラーゼ低下

ｃ尿中β２－ミクログロブリン上昇

ｄ尿中コプロポロフィリノーゲン上昇

ｅ赤血球中６－アミノレブリン酸脱水素酵素低下

腎臓超音波検査の所見
画、

Ｉ

【

－５０２－１０－

まず行うべき治療はどれか。

ａ免疫抑制剤の追加

ｂ血擬交換療法

ｃステロイドの減量

ｄステロイドパルス療法

ｅ抗コリンエステラーゼ薬の増最

１５術中迅速病理組織診断について誤っているのはどれか。

ａ手術切除施囲決定に有効。

b永久組織標本より診断精度は劣る。

ｃ所要時間は30分～１時間程度。

dﾎﾙﾏﾘﾝよる組織の急速浸透固定。

ｅ病変の良性・悪性の鑑別診断が可能。

１７５５歳の女性。眼険下垂、複視、軽度の四肢筋力低下で発症し、筋電図の反復刺激検査で眼輪筋

と四肢筋にwanmgを示した。胸腺摘徐術施行予定で入院し、抗コリンエステラーゼ薬とステロイ

ド80mg隔日投与で症状はほぼ消失し手術を施行した。

術後、唯下困難、四肢筋力の重度低下、呼吸困雌を生じ､呼吸不全となり人工呼吸器管理となった。

－５０２－９－



胸部エックス線写真

「
ケ
ロ
区
。

１９６０歳の男性。健康診断の胸部エックス線写真で異常を指摘されて来院した。胸部異常陰影に対

して気管支内視鏡検査を行った。

気管支内視鏡検査中の胸部エックス線写真を示す。

１８６２歳の男性。ｌか月前より易疲労感があり、近医を受診した。貧血と白血球増加を指摘され、

紹介受診した。

ＷＢＣ16,000,異型リンパ球が23％認められた。HTLV-l陽性であったｏｓｌＬ=2R値は未着である。

北海道出身。兄２名、姉１名、妹１名に血液疾患の雁患者はいない。さらに施行したリンパ球のサ

ザンブロット検査結果を示す。

凸

Ｉ
司１

蝿雪△雛．可行っている検査手技はどれか。

ａ気管支洗浄

ｂ気管支肺胞洗浄

ｃ経気管支肺生検

ｄ経気管支針生検

ｅ末梢病巣擦過

正しいのはどれか。

ａＨⅣ発症と診断してよい。

bHTIjV-I陽性であるので、高価なサザンブロット検査は不要である。

ｃ北海道出身であり、同胞も発症していないので、伝染性単核球症と診断される。

d同胞4名のHTLV-I陽性の確率は50%である｡

ｅｓＬ２Ｒは高値が予想される。

Ｍ：サイズマーカー
（入DNA/HindⅢ）

１：陽性コントロール
（monocIonalintegratedDNA）

２：陰性コントロール
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制限鮮乗

Ｅ：ＥｃｏＲｌ消化
Ｐ：Ｐｓｔｌ消化

4.4→－
２０７５歳の男性。労作時呼吸困難を主訴に来院した。１０年前から慢性肺気腫にて通院している。２

日前より３８℃の発熱、咳噸および'股性疾が出現し、労作時呼吸困難が強くなったので来院した。

呼吸困難はHugh-JonesⅣ度である。胸部エックス線写真では浸潤影を認めない。

●

＜方法＞

顎
宰

年
曲

↓
↓

ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ

２
句
４

ＤＮＡ抽出

制限酵緊処理

電気泳動

サザントランスファー

ハイブリダイゼーション

化学発光検出

判定

行うべき検査として適切なのはどれか。２つ選べ｡

ａ胸部ＣＴ

ｂスパイロメトリ

ＣＩＩ客疾グラム染色

ｄ動脈血ガス分析

ｅ気管支内視鏡検査

Iｂ

，Ｐ
ｐ

Ｓ

各触砧

サザンブロット検査結果

■ 学

■
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『

次の文を読み、２２～23の問いに答えよ。

２６歳の女性。

現病歴：２か月前より､時々高熱が出るようになった。ｌか月前、咳噸と胸痛のため近医を受診し、

エックス線写真で左胸膜炎と診断された。抗菌薬を処方されたが､高熱と胸痛は持続した。

「昨晩から妹の様子がおかしい。今朝は話のつじつまが合わないし、場所と時間が分から

ないようだ。自分の名前も分からないみたいだ。目は覚ましているが、ぼんやりとしてい

て眠そうだ｡」と、同居する姉は心配になり、妹を病院につれてきた。

既往歴：海水浴の後､日焼けをし易く､微熱や関節痛が続くことがあった。

家族歴：特記事項なし。

来院時の現症：身長148cm、体重４２．１kg，体温40度。脈拍140/分、血圧142/５６ｍｍＨｇ・眼峨結膜に

貧血なし。顔面に、「鼻根部をまたがり両側頬部に広がる紅い隆起した皮疹」を認

めた。眼峨結膜：貧血、充血なし。眼球結膜：黄痘なし。口腔内にアフタは認めな

かった。呼吸音は整・心音は正常で、過剰心雑音は聴取されなかった。肝牌腫なし。

両側頚部および右鼠径部に柔らかいリンパ腺を触知した◎髄膜刺激徴候はなく、両

側上下肢にバレー徴候はなかった。

検査所見：

尿検査：蛋白2＋、血尿3＋、沈澄で赤血球円柱20～30/l視野、白血球20～30/1視野、順粒球十。

血液検査：赤沈44mm/1時間値。赤血球448万、ヘモグロビン12.59/“、ヘマトクリット366％、白

血球5,200、血小板８万。

血清生化学検査：総蛋白8.39/湖、アルブミン3.19/〃、クレアチニン0.83mg/〃、CRP7.73mg/“、

CH5018U/1111（基準値30～40)。

経過：その日に入院となり髄液検査が施行された。初圧と終圧は11cmと６cm水柱で、蛋白30mg/〃

（基準10～40mg/〃)、糖43mg/〃（韮準40～70mg/“)、細胞数43/3/"、（基準１５/3未満）であっ

た。アシクロビルの点滴静注を開始しされたが解熱はせず､第３病日に幻覚、妄想を認める

ようになった。初日に行った検査のうち、抗核抗体2,560倍（基準値20以下)、抗DNA抗体

241U/dＺ（基準値7以下)、抗SSA抗体陽性、抗RNP抗体陽性、抗Sm抗体陽性であることが分

かった。この時点での髄液における一般細菌培養の結果も陰性である。

２１６５歳の男性。２０年前に糖尿病を指摘されたが放置していた。

数日前より、右足のゆびに傷ができ、自分で消毒していたが傷が次第に大きくなりまた色も黒ず

んできたので心配になり来院した。

身長167cm、体重70kg・体温36.6℃、血圧146/９０mmHg・足背動脈、後腰骨動脈、膝嵩動脈の拍

動は左右とも触れる。左右のアキレス脳反射の消失と振動覚の低下を認める。眼底検査で、増殖性

網膜症を認めた。

創部周囲の熱感を認めるが、明らかな癖痛はない。患部の写真を示す。

来院時検査で、尿蛋白陽性、随時血糖263mg/d､、HbAlc9,7％であった。

●
足病変の原因として正しいのはどれか。

”

ａ動脈癌

bRaynaud病

cBuerge1，病

。血栓性静脈炎

ｅ多発性末梢神経障害

『

ｋ

Ｉ

２２Japancomascale（いわゆる3-3-9度方式）における、この患者の来院時の意識レベルはどれか。

ａｌ

ｂ２

ｃ３

ｄｌＯ

ｅ２０

患部の写真

２３第３病日に行う処置として最も妥当なのはどれかＣ

ａグリセオールを投与する。

ｂ塩酸ドネペジルを投与する。

ｃインターフェロン治療を行う。

ｄステロイドパルス治療を行う。

ｅセフオタキシムナトリウムを投与する。

－５０２－１４－－５０２－１３－
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Ｆ
凶

以下の文を読み、２６～28の問いに答えよ。

生後７か月の乳児。数日前より咳蝋と鼻汁を認め近医を受診し、上気道炎の診断で去淡剤を処方さ

れた。夜になって咳欺が増強し、吸気性端鴫を認めるようになり、睡眠障害を主訴に救急外来を受診

した。

受診時、体温37,0℃、心拍数135回/分、呼吸数35回/分、血圧８８/56mmHg、ＳｐＯ２９８％（Roomair）

胸骨上嵩の陥没呼吸を認めた。席泣時頃声を認め、犬吠様咳噸を呈した。聴診上、吸気性端鴫を著明

に聴取した。心音、腹部所見に明らかな異常所見はなかった。

以下の文を読み、２４～25の問いに答えなさい。

５８歳の男性。直腸Raの深達度SEの進行癌に対し、腹腔鏡下低位前方切除術十リンパ節郭消（D3）

を施行した。本症例の手術時に用いられた器械写真（A、Ｂ）を示す。

''１

，１

の使用法として適切なのはどれか。

肝生検

腹壁穿刺

直腸切断

ドレーン挿入

ﾘﾝパ節郭清

１
Ａ
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

く４２

喉頭高圧エックス線写真を以下に示す。 趣

|;曽閣軽

述，1

ｐ耐
２６この患者で異常なVit81signはどれか。

ａ体温37.0℃

ｂ呼吸数35回/分

ｃ心拍数135回/分

．血圧８８/56ｍｍＨｇ

ｅＳｐＯ２９８％（Roomajr）

盃,唾一語

、9..台
の使用法として適切なのはどれか。

腹壁穿刺

直腸切断

ドレーン挿入

ﾘﾝバ節郭清

Ｓ状結腸直腸吻合

2５（B）

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｅ

『 司 剰

譲躍
超
ｈ

ｒ

手術時に用いられた器械写真（A）

ｑ
琴

I席泣により呼吸状態が悪化することを考えて鎮静剤を投与する｡

２７この患児にまず行うことはどれか。

ａ静脈路を確保して血液検査を行う。

ｂ上気道狭窄を考え経鼻ajrwayを挿入する。

ｃ原因検索の為にウィルスの迅速検査を行う。

。酸素飽和度を確認しながら酸素投与を行う。

ｅＩ席泣により呼吸状態が悪化することを考え‐

、

『

－５０２－１５－

守
凶
守
出

喉頭高圧エックス線写真

串

－５０２－１６－

手術時に用いられた器械写真（Ｂ）

訂'$ＩＦ凸

２８この疾患に対する処置として適切なのはどれか。

ａ抗菌剤の投与

ｂβ刺激薬の吸入

ｃエピネフリン吸入

ｄ抗アレルギー剤の投与

ｅ確定診断のために気管支内視鏡を行う



『

３１６４歳の男性。１年前から鼻閉が持続するために受診した。顔面の異常や鼻出血はない。この患２９６２歳の男性。約20年前から会社健診で高血圧を指摘されていたが、放置していた。

最近、一過性の視野障害やめまいを生じるようになり来院した。 者の鼻腔所見を示す。

。

まず行うべき検査はどれか。

ａ脳波

ｂ脳血管造影検査

ｃ頚動脈超音波検査

ｄ心臓超音波検査

ｅ末梢血管脈波検査（ABPI/PWV）

瑠測
飴
唯

ピ

リ
溜
刊
１
１

織
一

唇堤

鼻腔所見

この患者の副鼻腔CT所見はどれか。

１１‘

３０２５歳の男性。ナイフで右環指と小指の基節骨レベルを切って受傷。来院時所見を写真で示す。

環指と小指のDIP関節とPIP関節の自動屈曲運動はできなかった。

ｂ9１

_６

損傷組織で正しい組み合わせを選べ。

ａ深指屈筋雌一小指外転筋

ｂ浅指屈筋健一深指屈筋腫

ｃ浅指屈筋雌一尺骨神経運動枝

ｄ深指屈筋腿一正中神経運動枝

e深指屈筋雌一尺骨神経運動枝

ＬＥ

婦
低

寺

－５０２－１７－

１
４

Ｃ Ｊ畔1

亨臼引

Ｉ
来院時の写真

鎮謹…。

－５０２－１８－
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３日前より同部に水庖と紅斑が出現した。臨床

『。

３２７０歳の女性。左眼の視力低下、眼痛、頭痛、、匠吐を訴え来院した。矯正視力は右眼（1.0×十

3.50,)、左眼は（0.3×＋250,)、眼圧は右眼12mmHg、左眼40mmHgであった。来院時の左眼前眼

部写真を示す。眼圧上昇の為、即座に点眼治療、内服治療、点滴治療を開始した。

「Ｆ
ａ
宅

－５０２－２０－

次に行うべき処砥はどれか。

ａ線維柱帯切開術

ｂ線維柱帯切除術

ｃレーザー虹彩切開術

ｄレーザー毛様体破壊術

ｅレーザー線維柱帯形成術

左眼前眼部写真

３３５２歳の女性。１週間前から左前頭部癖痛出現、

写真を示す。診断はどれか。

ａ丹毒

ｂ麻疹

ｃ水痘

ｄ虫刺症

ｅ帯状庖疹

－５０２－１９－

房 司燭

豊
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一
》
１
－

臨床写真

３４麻酔中の頻脈の原因として誤っているのはどれかＣ

ａ癖痛

ｂ出血

ｃ貧血

．．迷走神経反射

ｅ高CO2血症の初期



２３８歳の女性。多Iifの不正性器出血を主訴に来院した。MRIのT2協調画像を示す。

Ｆ
凶

３１９歳の男性。２日前からの咽頭痛を主訴に受診した。経過中の体温は最高で37.5℃、嘆声や唯下

時痛はなく、胸痛・咳蹴・呼吸困難もない。性交渉歴はなく、最近の渡航歴もない。特記すべき既

往歴はない。

身体診察では、意識清明、体温37.3℃、血圧100/60mmHg、脈拍80/分、呼吸数16/分。咽頭後壁に

軽度の発赤はみられるが、局桃腫大や局桃謬出物はなく、副鼻腔や前頚部の圧痛を認めない。表在

リンパ節を触知しない。胸部と腹部とに異常所見を認めない。皮疹や浮腫はない。

１３３歳の女性。０経妊０経産。無月経７週を主訴に来院した。経腫超音波検査を示す。

考えられるのはどれか。

ａ胞状奇胎

ｂ子宮外妊娠

ｃ子宮体癌

ｄ子宮頚癌

ｅ卵祷描

この患者への対応として適しているのはどれかＣ

ａ採血を行う。

ｂこのまま経過観察とする。

ｃインフルエンザウイルス検査をする。

ｄペニシリン系抗菌薬を10日間投与する。

ｅマクロライド系抗菌薬を５日間投与する。経膿超音波検査

４２４歳の男性。腹部膨満あり、精査を希望して来院。以前から健康診断で蛋白尿、血尿を指摘され

ていた。父、祖父が人工透析を受けている。受診時尿所見：蛋白（1＋)、糖（－)、潜血（l＋)。

血液所見：クレアチニン2.4mg/“･腹部単純CTを示す。

正しいのはどれか。

ａ一卵性双胎の可能‘性はない。

ｂ結合双胎の可能性がある。

ｃ双胎間輸血症候群を合併しない。

ｄ早産は起きにくい。

ｅ過強陣痛が起きやすい。

この患者について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ腎摘出が必要である。

ｂ常染色体劣性遺伝である。

ｃ多臓器に嚢胞形成を認める。

ｄ人工透析は必要にならない。

ｅ<も膜下出血を起こす危険性がある。

『

－５０３－１－

ＭＲｌのT2協調画像
腹部ＣＴ写真

－５０３－２－



心電図

犀
凶

６５６歳の男性。トイレにて排便中に、突然の胸背部痛が出現し持続するために来院した。意識は清

明。顔貌は苦悶様で冷汗を伴っていた。呼吸数26/分、脈拍104/分不整、血圧：右上腕

150/82mmHg、左上腕122/70mmHg､心電図と胸腹部CＴ（造影）を以下に示す。

５５３歳の女性。うつ病で加療中である。出勤途中に駅のホームで意識消失発作を生じたため救急車

で来院した。

来院時、意識清明。神経学的な異常所見はなし。血圧134/78mmHg。この症例の来院時の心電図

を示す。

;号JJf凸』

この症例の意識消失の原因が不整脈であるとしたら最も可能性が高いのはどれか。

ａ心房細動

ｂ上室性頻拍

ｃ 洞 停 止

ｄ房室ブロック

ｅ心室細動
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診断にもっとも有用な検査はどれか。

ａ筋電 図

ｂ頭部ＣＴ

Ｃ頚椎ＣＴ

ｄ腰椎単純MRI

ｅ下腿超音波検査

IＦ

７６８歳の女性。１年ほど前から物のしまい忘れが目立つようになり、大事な通帳などを盗まれたと

騒ぐことがあった。昨日あったことを聞いても答えられず、ここ３か月は意欲の低下が目立ち、何

をするでもなく座って一日の大半を過ごすため、家事も夫が代わりに行うことが多くなった。

食道静脈浦に対する治療が施行された。下記に本症例に用いた治療器具の一部を示９６０歳の女’性。

す。

一一一一

Ｐ

霞
吋'

／
この疾患の初期の症状として特徴的なものはどれか。

ａ幻視

ｂ歩行障害

ｃ人格 変化

ｄ近時記憶障害

ｅパーキンソン（Par]dnson）症状

日も

●●ら

｡｡
① Ｉ

１

日

墜謎 、

胸腹部CＴ（造影）胸腹部CＴ（造影）

８３８歳の男性。２か月におよぶ右下腿外側の痛みとしびれを主訴に来院した。さらに腰痛も自覚し

ている。

蕊

《
凶

－５０３－６－

治療器具の一部

胸腹部CＴ（造影）
この治療法の名称として正しいものはどれか。

ａ経静脈的静脈癌塞栓術

b内視鏡的食道静脈揃結紫術

ｃ内視鏡的食道静脈浦切除術

ｄ経皮的肝内門脈静脈短絡術

ｅ内視鏡的食道静脈浦硬化療法

処置として適切でないのはどれか。２つ選べ。

ａ酸素投与

ｂ心嚢ドレナージ

ｃ降圧薬投与

ｄ緊急手術

ｅ鎮痛薬投与

－５０３－５－
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１１脳血管造影写真（左頚動脈撮影（斜位・側面像）と右頚動脈撮影（正面・側面像)）を示す。１０７０歳の男性。食欲不振、体重減少を主訴に来院。上部消化管内視鏡検査（図１）、およびCT検査

（図２）施行。

写真に示す記号と画像所見（正常構造と異常所見）の組み合わせとして正しいのはどれか。２つ

選べ。

ａａ－海綿静脈洞部脳動脈府

ｂｂ－内頚動脈一後交通動脈分岐部動脈癌

診断として正しいのはどれかＣ

ａ出血性胃潰傷十肝膿傷

ｂ胃血管腫十肝血管腫

ｃ胃癌十肝のう胞

。胃癌十肝転移

eGIST＋肝転移

ｃｃ一前大脳動脈

ｄｄ－中大脳動脈

ｅｅ－後大脳動脈

撮影(左前斜位〕型

－５０３－７－

、

左

Ｌ

「

図２：ＣＴ検査
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図１：上部消化管内視鏡検査
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陣ｑ

「

Ｆ
凶

１２６０歳の男性。Ｃ型肝炎ウイルス陽性で、近医にて経過観察をされていた。腹部造影CTで肝腫痢

を指摘され､治療のため当院に紹介された。肝切除術とﾗジｵ波焼灼術は適応とならず､肝動脈

塞栓術が検討された。

１４５６歳の女性。肺癌により切除された左肺上葉の肉眼所見と病変部の組織像（H-E染色）を示す。

ー

一

側一
堂
』

ーｰ

臣車

肝動脈塞栓術の適応を判断するのに最も重要なのはどれか。

ａ腫傷が３個以下であること。

ｂそれぞれの腫傷の最大径が３cm以下であること。

ｃ腎機能が保たれていること。

ｄ門脈血流が保たれていること。

ｅ太い血管（門脈や肝静脈）から離れていること。

一

岸

邑個

困り

邑回

町・卜

■ｕ

ｕ
一
一
】

１３５５歳の男性。血尿を主訴に来院した。１週間前より微熱と咳蹴、全身倦怠感を自覚。２日前より

血尿を認めるようになり来院した。来院時、体温37.5℃、血圧166/92mmHg、脈拍98/分、眼愉浮腫

あり、肺野：情、心雑音なし、両下腿に浮腫あり。検査所見：尿所見：蛋白（2＋）潜血（3＋）赤

血球円柱（＋)。血清生化学所見：アルブミン３．１９/伽、尿素窒素６２mg/d､、クレアチニン４．２唾/伽、

ＣＲＰ2.4mg/伽。腎生検PAS染色標本と蛍光抗体法標本（IgG）を示す。

苛・
左肺上葉の病変部の組織像（H-E染色）

＝《

Ｆ司

屯

色
『
甲

左肺上葉の肉眼所見

正しいのはどれか。２つ選べ。

a最も頻度の高い組織型である。

ｂ放射線治療に高感受性である。

ｃ抗癌化学療法薬に高感受性である。

ｄ異所性ホルモンを産生することが多い。

ｅエックス線写真で、腫揚辺縁の軌状突起が特徴的である｡

庫

邪

腎生検PAS染色標本

診断はどれか。

ａ急性糸球体腎炎

ｂ顕微鏡的多発血管炎

ｃ抗糸球体基底膜抗体腎炎

．膜性腎症

ｅ膜性増殖性糸球体腎炎

一回

一回

画

画ド
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蛍光抗体法標本（ＩｇＧ）
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１８片頭痛、群発頭痛の臨床的特徴や対処について正しいのはどれか。

ａ片頭痛発作でみられる頭痛は日常動作にて軽快する。

ｂ群発頭痛は痛む側の対側の球結膜が充血し、流涙する。

ｃトリプタン系薬剤の効果が全く認められないときは片頭痛ではない。

ｄ群発頭痛発作時にはスマトリプタンの皮下注射が効果的である。

ｅ片頭痛発作にアスピリンが有効な時もトリプタン系薬剤を処方する。

１５心筋梗塞の治療法に関する臨床研究に関わることになり、研究の計画を作成することになった。

医学研究に関して、被験者の人権尊重、研究の原則、倫理委員会の規定、インフォームドコンセ

ントなどについて定めたのはどれか。

ａジュネーブ宣言

ｂヘルシンキ宣言

ｃリスボン宣言

ｄアルマアタ宣言

ｅ東京宣言
１９血小板輸血について、正しいのはどれか。２つ選べ。

a健康人からの血小板採取は､体外循環で行う｡

ｂ血小板輸血は５万以下になったら１０単位を輸血するのが基本である。

ｃ血小板輸血は、HLA抗体産生を防止するためにも、必要最小限の回数を心がける。

ｄ濃厚血小板は、輸血後GVHDを予防するために白血球カラムを通してから輪注する。

ｅ日赤から搬入された濃厚血小板バックは、血小板凝集を防ぐために室温で静置する。

１６左心室に容量負荷のかかる心疾患はどれかＣ

ａ心房中隔欠損症

ｂ心内膜床欠損症

ｃファロー四徴症

ｄ大動脈狭窄症

ｅ総肺静脈還流異常症

２０３５歳の男性。会社の健康診断で軽度の白血球増加を指摘され、紹介受診した。

現症：身長165ｃｍ、体重64kg･脈拍98/分、整。血圧128/78mmHg･心雑音なく、呼吸音も異常

なし。肝、牌は触知せず。

検査所見：血液所見：白血球10,200、骨髄球１％、後骨髄球２％、杯状核好中球３％、分葉核好

中球58％、好酸球５％、好塩基球６％、リンパ球22％、単球３％、赤血球490万、Ｈｂ

15.49/〃、Ｈt４５％、網赤血球１５%｡、血小板28.8万。生化学所見：総蛋白７．８９/d､、ア

ルブミン4.29/d､、総ピリルピン０．６ｍｇ/“GOT321U/、、GPT241U74、LDH3721U/０

（正常値140～220)､アルカリホスファターゼ23511Ｗ(正常値73～248)､BUN12.6mg/〃、

クレアチニン０．６ｍｇ/ｃＭｏＮＡＰスコア５４（基準158～260)、フェリチン56,9/'蛇（正常

値20～120)。ビタミンB１２＞2,000pg/1112（正常値250～950)、葉酸5.2,9/1111（基準2.4

～9.8）

１７１８歳の男性。生来健康。強い頭痛で発症し来院した。左手足に運動失調を認め、ＣＴで小脳出血

と診断され脳血管造影を行った。左椎骨動脈撮影（VAG）正面像（AP）と側面像（lat）を示す。

診断はどれか。

ａもやもや病

ｂ高巾序‘性脳内出血

ｃ海綿状血管腫

ｄ脳動静脈奇形

ｅ脳動脈癌

Ｌ
Ｌ

確定診断に必要な検査はどれか。

aFDG-PET検査

bJAK-2変異検査

ｃ血清免疫電気泳動

ｄ骨髄液染色体分析

ｅ骨髄液フローサイトメトリ検査

Ｖ
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左椎骨動脈撮影（VAG）正面像（AP）左椎骨動脈撮影（VAG）側面像（|at）
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２２５０歳の女性、主婦。労作時呼吸困難を主訴に来院した。２年前の健康診断で胸部異常陰影を指

摘されたが放置していた。１年前から階段昇降時に息切れを自覚するようになり、徐々に増強。

最近はHugh-JonesⅢ度の労作時呼吸困難と咳鰍を認める。

血液検査では、ＷＢＣ4,200（分類正常)、ＲＢＣ４６９万、Ｈｂｌ３６、血小板23.7万。血液生化学・血

楕学検査では、ＬＤＨの軽度上昇を認めたが、GOT、GPT、Alpは正常。腎機能、ＣＲＰも正常であっ

た。空気呼吸下での動脈血液ガス分析は、ｐＨ7.41、ＰＣＯ２４５．５Torr，Ｐ０，５８．３Torr，HCO５２８．３

mEq/Lであった。診断確定のため気管支内視鏡検査で気管支肺胞洗浄と経気管支肺生検を実施した

ところ、気管支肺胞洗浄液は白濁していた。

初診時の胸部エックス線写真と胸部単純CT写真を示す。

３７歳の男性。咳蹴と呼吸困難を主訴に来院した。ｌか月前から乾性咳蝋が出現し、近医で抗菌

薬を処方されるも軽快せず、１週間前から呼吸困雌を自覚するようになった。約１年前の同時期

にも咳蹴が続いたことがある。

築30年以上の木造家屋に居住。喫煙歴はない。体温37.2℃、室内気吸入下でSpO294％。

翫

胸部エックス線写真を示す。

誤っているのはどれか。

ａ詳細な問診が必要である。

ｂただちにｽﾃﾛｲド治療が必要であるｃ

ｃ両下肺野でhnecracklesを聴取する｡

ｄ気管支肺胞洗浄が診断に有用である。

ｅ呼吸機能検査では拡散能が低下する。

胸部エックス線写真
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正しいのはどれか。

ａステロイド治療が有効である。

ｂ肺胞にはPAS陽性物質が充満している。

ｃⅡ型肺胞上皮の分泌増加が原因である。

ｄ経気管支肺生検での確定診断は困雌である。

ｅ進行すると閉塞性換気機能障害が主体となる。
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胸部エックス線写真 胸部単純CT写真
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次の文を読み、２４～26の問いに答えよ。

６８歳の女性。咳噸、呼吸困難を主訴に来院した。

現病歴：２年前より両側手指関節痛、腫脹、及び両足関節の腫脹、惚痛を認め近医受診。関節リウ

マチの診断にて非ステロイド抗炎症薬、抗リウマチ薬の投与がなされた。しかし半年前か

ら再び両側手指関節、肩、膝、足関節の痛みが持続し紹介され受診した。メトトレキサー

ト、ステロイド薬、非ステロイド抗炎症薬の投与を行ったが効果乏し<、ｌか月前より抗

’INFαモノクローナル抗体（インフリキシマブ）の投与を開始した。初回投与後、関節症

状は著しく改善した。その２週間後２回目の投与を行ったところ、投与後２週間後より微

熱、咳蹴や略疾が出現、労作時息苦しさを自覚したため受診した。

既往歴：特になし、生活歴：喫煙10本３０年、家族歴：妹腸原病

現症：身長146cm、体重50kg、体温37.5℃、血圧120/70、心音異常なし、呼吸音両側肺野全体に

捻発音聴取、腹部異常なし、両側手、足関節に軽度圧痛を認める。

検査所見：血液カスｐＨ7.41、PaOO236mmHg、PaO248mmHg、HCO521mmoyL、ＳｐＯ２８６％、

白血球3,200、リンパ球300、ヘモグロビンlog/〃、血小板20×104、Ｉｑ６５２８Ｕ/棚（基

準400＞)、β－，グルカン198pg/噸（基準10＞)。

胸部エックス線写真、胸部単純CT写真を示す。

62歳の女性。地域の健診にて高血糖を指摘され、来院した。

現病歴：８年前に口渇を自覚したことがあるが、最近は無症状である。今回の健診の空腹時血糖

値は134mg/伽であった。

現症：身長153cm、体重62kg・脈拍88/分、整。血圧158/94mmHg・意識は清明。心肺、腹部に

異常なし。

家族歴：母親が糖尿病である。

検査所見：尿所見：蛋白（一)、糖（2＋)、ケトン体（－)、潜血（一)。血液所見：赤血球420万、

Ｈｂｌ３８ｇ/〃、Ｈt４１％、白血球5,300、血小板15万。血清生化学所見：総蛋白７．２９/“、

アルブミン3’９９/〃、尿素窒素12ｍｇ/d@、クレアチニン0,7ｍｇ/“AST32IU/‘、ＡＬＴ

451U/、、ALP3501U/、（基準260以下)。

糖尿病と診断するために必要な診察用具はどれか。
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２７６３歳の男性。約３週前より食後の上腹部痛が出現したため近医を受診した。胃内視鏡検査で胃

癌と診断され当院を紹介された。当院で施行した上部消化管造影写真、胃内視鏡写真、造影0T写

真を示す。

2４まず行うべきことはなにか。２つ遊べ。

ａ病室隔離

ｂ 酸 素 投 与

ｃ血液培養

．心電図モニター

ｅメトトレキサートの中止

DＬｇ

~

。 君矛。

２５この症例の呼吸器合併症の診断はどれかＣ

ａ肺炎球菌肺炎

ｂクラミジア肺炎

ｃアスペルギルス肺炎

ｄメトトレキサー卜肺炎

ｅニューモシスチス肺炎

ｔ

『

■■

２６行うべき治療はどれか。２つ選べ。

ａスルファメトキサゾール・トリメトプリム

ｂ ア ン ホ テ リ シ ン Ｂ

ｃイソニアジド

． ニ ュ ー キ ノ ロ ン

ｅプレドニゾロン

－５０３－１８－－５０３－１７－

上部消化管造影写真 胃内視鏡写真

正しいのはどれか。２つ選べ｡

ａ根治術可能な場合は２群リンパ節郭清を行う。

ｂ十二指腸浸潤を認めれば根治術は不可能である。

ｃ根治術可能な場合は胃十二指腸動脈を切離する。

ｄ洗浄細胞診で癌陽性であれば根治術は不可能である。

ｅ横行結腸に直接浸潤を認めれば根治術は不可能である。

Ｉ

１１

造影CT写真



２９採血後に遠心した検体を２本示す。

ａＡＳＴ（GOT）

ｂ Ｂ Ｕ Ｎ

ｃＣａ

ｄγ‐ＧＴＰ

ｅＫ

『

■戸
哩

３１４５歳の女性。１０年前より１年に約１回の頻度で浮動性めまいと耳閉塞感を自覚していた。１年

前からめまいの発作頻度が増し、３か月前から１週間に１度の頻度で耳閉塞感に加えて聴力の低

下と１時間持続する回転性めまいを繰り返すようになった。本日朝から耳閉塞感を感じていたが、

昼より聴力が低下し、午後５時頃回転性めまいを認めたため、救急外来を受診した。受診時、定

２８６歳の女児。意識消失を主訴に受診した。

発作間歌期脳波所見を示す。

-503-19-

診断はどれか。

ａ熱性けいれん

ｂ憤怒けいれん

ｃ小児欠神てんかん

ｄ点頭てんかん（West症候群）

ｅ乳児重症ミオクロニーてんかん

方向性の水平回旋混合性眼振を認めていた。

この疾患の特徴で正しいのはどれか。

ａ麻廊期に足踏み検査を行うと健側に偏椅する。

ｂリクルートメント現象陰性の聴力障害である。

ｃ病初期の聴力低下は、低音部の障害である。

ｄ電気性身体動揺検査では、病側で反応がでない。

ｅ強い回転性めまいは、連続して２日以上続くことが多い。

発作間歌期脳波所見

左側の検体において測定値が上昇するのはどれか。２つ選べ。

３０３５歳の男性。交通事故による顔面外傷のため救急車で搬送された。意識は消明で、開口制限は

なく岐合状態も良好である。衣服に多数のガラス片が残っていた。

－５０３－２０－

「

Ｆ
Ｌ

正しい処置を選べ。

ａレントケン検査で創部へ埋入したガラス片を確認する。

ｂレントケン検査は行わなくても良い。

ｃガラス片は自然に排出されるため、放置して良い。

ｄ創部が治癒した後に埋入したガラス片を摘出したほうが、最終的な傷はキレイである。

ｅ顔面の変形が危‘倶されても、徹底的にデブリードマンし縫合処置をすべきである。

蝋,I{’一
採血後に遠心した検体
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３３３２歳の男性。昼食後から全身の掻捧感とl1E気で来院した。体温36.2度、脈拍80/分・整、血圧

120/64．掻肥に一致して写真のような皮疹を認め、口唇はやや腫脹している。意識は清明で会話も

できる。

険者も座位にて倒像鏡を用いて左眼の眼底検査を行った。３２患者は座位、正面視をした状態で、

観察像をａからｅに示す。

正しい観察像はどれかｃ

匪画里

隆
司

適切な処置はどれか。

ａ輔 液

ｂ胃洗 浄

ｃ気道確保

ｄ抗菌薬投与

ｅ抗ヒスタミン薬投与

ｂ2１
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ｅ
次にすべきことはどれか。

ａ気管内チューブを浅くする。

ｂ気管内チューブを抜去してマスク換気する。

ｃ人工呼吸器につなぐ。

ｄ気管内チューブをテープで固定す:る°

ｅ用手的に換気を続ける。
‐
鯉
恥
Ｆ

坪
・
咳

－５０３－２１－

３４６１歳の男性。身長168cm、体重92kg・胆石症に対し、腹腔鏡下胆嚢摘出術が予定された。麻酔は

全身麻酔が計画された。気管内挿管後用手換気を行なったところ、皮下脂肪が厚く胸郭の運動は

よく確認できなかった。呼吸音は両肺野で聴取できず、上腹部でゴロゴロ音がした。気管内チュ

ーブのくもりは確認できなかった。
1．

可

両
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２３４歳の女性。妊娠32週４日◎突然性器出血があり来院した。下腹部緊満感はない。出血は少雅で

睦内に栂指頭大の凝血塊を認めた。

超音波検査では、内子宮口付近に高輝度な塊が見られる。続いて行ったMRI検査を示す。

「

Ｆ
Ｌ

３７５歳の男性。数か月前からの労作時息切れを主訴に外来を受診した。毎朝散歩をしているが、

徐々に息切れがひどくなっており、堀近は平地を数十ｍ程度歩くだけでも息が切れるという。息切

れのある時に胸痛はなく、冷汗や咽気も伴わない。２０本/日×50年の喫煙歴がある。

身長150cm，体重40kg・意識は清明、体温36.5℃、呼吸20回/分、血圧120/80mmHg、脈拍80/分、

整。経皮酸素飽和度は９４％（室内気)。眼臓結膜に貧血はない。胸鎖乳突筋が発達しており、安静

吸気時に肋間および鎖骨上嵩が陥凹する。甲状軟骨と胸骨切痕との間の距離は2cmである。頚静脈

圧および波形に異常はない。呼吸音は減弱している。心雑音と過剰心音とを認めない。下腿浮腫は

３０歳の初産婦。妊娠7週で受診した。経腫超音波検査で、子宮内に胎嚢を認め、心拍を有する胎

芽も確認された。右付属器は正常、左付属器の所見を図に示す。同部に圧痛はない。また、今回の

妊娠成立直前の周期には認められなかった。

正しいのはどれか。

ａ再発率は低い。

ｂ胎位異常が多い。

ｃ喫煙との関連はない。

ｄ経産婦より初産婦に多い。

ｅ多胎妊娠より単胎妊娠に多い。

正しいのはどれか。

ａ経過観察

ｂ左付属器切除術

ｃ左卵巣部分摘出術

ｄ経睦的穿刺内容吸引

ｅ妊娠中絶後に根治術
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６３５歳の女性。慢性腎炎より、末期腎不全となり、２年前に血液透析に導入。プレドニゾロン、シ

クロスポリン、ミコフェノール酸モフェチルにより免疫導入し、母の左腎を生体腎移植施行した。

血圧は135/85mmHg、尿素窒素は20mg/d、、クレアチニン値は2.7ｍｇ/〃・腎移植術後１日目の腎核

医学検査を示す。

次の文を読み、４～５の問いに答えよ。

５６歳の男性。日頃より肩関節痛に対し、頻回にNSAIDsを内服していた。夕食後に突然の腹痛を自

覚し、救急車にて来院した。来院時、脈拍は110/分、血圧は140/70mmHg、体温は37.3℃であった。

腹部には全体的に圧痛、反跳痛、筋性防御が認められた。来院時に行った胸部エックス線写真、腹部

エックス線写真を示す。
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a腹部CT

ｂ 腹部超音波

ｃ胃洗浄液検査

．超音波内視鏡

ｅ腹部血管造影 ノ
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ａ禁食

ｂ開腹手術

ｃ抗菌薬投与

．プロトンポンプ阻害薬投与

ｅ経カテーテル的動脈塞栓術
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正しいのを選べ。

ａ移植晋の血流は良好だが移植腎の腎孟が拡張し、ｌ

ｂ移植腎の血流は低下しており、急性抗体関連型掴

ｃ移植腎の血流は低下し、急性細胞性拒絶反応が疑ｚ

ｄ移植腎の血流は低下し、一部に腎梗塞が疑われる。

ｅ移植腎の血流は良好で、腎機能も正常である。

７６７歳の男性。主訴：胸痛と順吐。

現病歴：１週間前より、亜いものを持つと胸部圧迫感があったが、休むと数分で改善するために

放置していた。昨日より、胸部圧迫症状が頻回になっていた。本日、農作業中に激しい

前胸部痛と'１厘吐が数時間持続するために受診した。

既往歴：５年前より、近医にて高血圧、脂質代謝異常の治療を受けている。

現症：身長160cm，体重80kg、血圧１００/56mmHg，脈拍数62/分、整、体温36.2℃、呼吸数24/分、

冷汗を伴い、四肢は冷たい。心雑音はなく、肺野は清である。腹部は平坦で、肝牌は触

知しない。下肢に浮腫はなし。

血液検査所見：白血球10,000,Ｈｂ13.49/“、血小板20万、クレアチニン1.2ｍｇ/“、AST881U/’、

の腎孟が拡張し、尿管狭窄が疑われる。

急性抗体関連型拒絶反応が疑われる。

急性細胞性拒絶反応が疑われる。

ALT241U/‘、CK5401U/’、oK-MB6811W（基準2511Ｗ未満）

外来処置室で行った心電図および心ｴｺｰ検査を以下に示す。

心エコー図

『

心電図

ｑ
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８２２歳の女性。交際相手と頻繁にけんかをし、暴力行為をしたり、物を壊すことが多いという。他

人からどう見られるかに対し敏感で、少しでも自分を批判されたと感じると激怒するため高校時代

から友達とトラブルになることが度々であった。「子供の頃からいつも空しいと感じている」と言

い、抑うつ感や希死念慮を訴えることもしばしばあった。

その後に、冠動脈造影を行った。

ａ冠動脈造影ａ

この症例に一致する冠動脈造影を選べ。

ｂ冠動脈造影ｂ

眼球

皮府

骨

肺

心臓
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智名年月日：＝‐

本人糊名(目頭)：’

Ｌ

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ薬物療法が有効である。

ｂ身体疾患が基礎に存在する。

ｃ幻覚妄想を認めることが多い。

ｄ発達史と生活歴の聴取は診断上重要である。

ｅ治療椛造の設定と治療契約の締結が重要である。

瀞’
叩

§。

意思表示カードの内容
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９７２歳の女性。OPAで救命救急センターに運ばれた。意思表示カードを所持していた。意思表示カ

ードの内容を示す。

ｃ冠動脈造影ｃ ｄ冠動脈造影。
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１０２６歳の女性。３か月前から血便を自覚していた。最近下痢傾向となり、排便時の腹痛も伴うよう

になり来院した。身体所見では身長168cm、体重５８kg、体温37.3℃・眼愉結膜に軽度の貧血と左下

腹部に圧痛を認めた。血液所見：赤血球数350万、Ｈｂ９．５９/“白血球数12,200．血清生化学所

見：総蛋白６．３９/〃、総コレステロール150mg/“、ＣＲＰ1.6mg/〃･直腸の内視鏡写真を示す。

次の文を読み、１１～１２の問いに答えよ。

３０歳の男性。意識障害を主訴に搬送された。

現病歴：歩行中オートバイにはねられて転倒し、左側頭部を強打した。外傷後約15分間は応答があ

ったが、次第に意識障害が悪化した。

既往歴：特記すべきことはない。

現症：意識ＪＣＳⅢ－１００．瞳孔不同（右く左）あり。右片麻揮を認めた。

韓
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１１出血の原因はどれか。

ａ脳表動脈

ｂ脳表静脈

ｃ内頚動脈

ｄ中硬膜動脈

ｅ中大脳動脈

適切な診断はどれか。

ａ大腸癌

ｂ偽膜性腸炎

ｃ大腸ポリープ

ｄ潰傷性大腸炎

ｅ過敏性腸症候群

来院時頭部CT写真を示す。

－５０４－１０－
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来院時頭部CT写真
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１２治療として適切なのはどれか。

ａ開頭血腫除去術

ｂ穿頭術

ｃ経過観察

ｄ副腎皮質ステロイド投与

ｅ血管内塞栓術

凸Ｃ&

直腸の内視鏡写真
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１３６０歳の男性。Ｃ型肝炎ウイルス陽性で、近医にて経過観察をされていた。腹部造影CTで肝腫癌

を指摘され、治療のため当院に紹介された。患者が持参した造影OTのフイルムは順番がばらばらで

あった。腫傷が撮影されている画像を示す。

１４６５歳の男性。浮腫を主訴に来院した。３か月程前より両下肢のむくみが出現し悪化してきた。来

院時、血圧140/90mmHg、脈拍70/分、眼臓浮皿あり、肺野清、心雑音なし、両下腿に浮腫あり。検

査所見：尿所見：蛋白（４＋)、蛋白定量4.29/日、潜血（+)、血清生化学所見：アルブミン2.09/〃、

クレアチニン0.9mg/伽。腎生検電子顕微鏡標本を示す。

搬形した順番にｉｆべ替えた時、３番目になるのはどれか。

ｂ 矢印に示す高電子密度沈着物の局在部位はどこかｃ３

ﾛ

Ｐ

－５０４－１２－
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ａ糸球体雅底膜上皮下

ｂ糸球体基底膜内皮下

ｃ内皮細胞質内

。傍メサンギウム領域

ｅメサンギウム領域

.妬

識
腎生検電子顕微鏡標本

1６２ 1６２

１５３０歳の女性。胃部不快感と体重減少を主訴に来院。胃生検の組織像を示す。

－５０４－１１－
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胃生検の組織像

１６学校伝染病の出席停止期間の基準で正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ百日咳：治癒するまで。

ｂ麻疹：発疹が消失するまで。

ｃ風疹：発疹が消失するまで。

ｄ細菌性赤痢：治癒するまで。

ｅ腸管出血‘性大腸菌感染症：治癒するまで。

1６２

診断はどれか。

ａ急性胃炎

ｂ再生胃粘膜

ｃ腸上 皮化生

ｄ胃腺IiIi

e印環細胞癌
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この症例の職下障害につき正しいのはどれか。

ａ原因は（真性）球麻源である。

ｂ多発性脳梗塞は無関係である。

ｃ原因はジストニアである。

ｄ誤唯性肺炎をおこしている。

ｅ食事は通常のとおり摂取してかまわない。

Ｆ
Ｌ

次の文を読み20～22の問いに答えよ。

４５歳の男性。３か月前より左頚部腫揃および盗汗を自覚するようになり、同部位の生検にて、びま

ん性大型Ｂ細胞性リンパ腫と診断された。

胃内視鏡は異常なかったが、骨髄生検は浸潤ありと診断された。

全身CTおよびFDG-PETでは、左頚部にﾘﾝパ節数個の腫脹と同部位へのFDGの取り込みを認めた

が、他に異常は認めなかった。

R-CHOP療法を施行する事になった。

１７GleIm手術について正しいのはどれか。

ａ新生児期に行われる。

ｂファロー四徴症に対する根治手術である。

ｃ術後、上大静脈圧は下大静脈圧より高くなる。

ｄ術後、肺血流碓は減少する。

ｅ術後、チアノーゼは消失する。

１８７８歳の男性。食耶の際にむせる、疾がよくでるとのことで受診した。顔面は表情乏しく、前傾

姿勢で小刻みに歩く。

一般理学所見では体温37.5℃、右下肺野に軽度の水庖性ラ音聴取。神経診察では口蓋垂の偏位はな

いが挙上不十分、咽頭反射は両側陽性、舌の偏位はなかった。マイアーソン徴候陽性、四肢筋固縮

あり、振戦なし。深部腿反射は全休的に冗進しているが明らかな病的反射は認めない。明らかな協

調運動障害は認めなかった。頭部Ⅲ凪J画像では基底核を含む大脳全体に多発性脳梗塞が認められた。

２０R-OHOP療法で使用する薬剤で、色のついた薬はどれか。

ａリツキシマブ（リツキサン③）

ｂプレドニソロン（プレドニン③）

ｃオンコビン（ビンクリスチン③）

ｄドキソルビシン（アドリアマイシン②）

ｅシクロフォスフアミド（エンドキサン②）

『
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２１CHOP療法の点滴中に、患者が穿刺部位の痛みを訴えてきたので、薬剤漏れの可能性を考えた。

正しい対応はどれか。２つ選べ。

ａ直ちに皮膚科医師に処置の依頼をする。

ｂ直ちに点滴を中止し、血液を５ｍlほど吸引後抜針する。

ｃ直ちに点滴の速度を落として、予定の点滴を終了させる。

。薬剤漏れと思われる部位に、ステロイド液を小分けにして皮下注する。

eCHOP探法の抗がん薬は、血管障害性はないので、鎮痛薬を処方し経過観察する。１９６３歳の男性。膜性腎症のため１０年前よりプレドニゾロンを内服していた。

３０日前の午後２時、家人が帰宅した際、倒れているところを発見され某病院へ搬送された。

神経学的には、意識レベルJCSⅡ－１０と右片麻癖を認めた。頭部CTで左被殻出血と診断され緊急

入院となった。、

保存的治療後、本日当院へリハビリテーション目的で転院した。

転院時のﾈ''１経学的所見として、ウェルニッケ失語、軽度の右片麻癖、重度の表在・深部感覚障害

を認めた。

２２診断と治療に関して、誤っているのはどれか。

ａ病期は、StageⅣBである。

bG-0SF投与は、骨髄抑制からの好中球の回復を早める。

cCD45弱陽性分画でCD19,CD20陽性細胞の増加を認める。

。加療後の白血球減少時のリンパ球数は、正常範囲である。

ｅリツキシマブ投与前に、解熱剤と抗ヒスタミン剤を服用する。

この症例で必要性の低い訓練は次のどれか．

ａ起居動作

ｂ歩行

ｃ発声訓練

ｄ両手の動作

ｅ言語理解

－５０４－１４－－５０４－１３－
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２５米飯はこの本のどこに分類されているか。

ａ表ｌ

ｂ表２

ｃ表３

．表４

ｅ 表 ５

２３２４歳の女性。生来健康。咳唯と発熱を主訴に来院した。５日前から咳蹴があり、昨夜から悪寒

戦'1粟を伴う発熱、黄褐色の膿性疾と右胸痛を認めている。

体温38.2℃、呼吸数24/分。血圧llO/72mmHg・脈拍１１０/分、整。空気吸入下ＳｐＯ２９７％・右前胸部

でcoarsecracklesを聴取する。

白血球15,400（梓状核好中球13％、分葉核好中球77％、好酸球0％、単球3％、リンパ球7％)、ＣＲＰ

16.2蝿/“・

胸部エックス線写真で右上中肺野に気管支透亮像を伴う浸潤影を認める。
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病因微生物診断に有用な検体はどれか。２つ選べ。

ａ尿

ｂ血清

ｃ熔疾

ｄ鼻腔吸引液

ｅ咽頭拭い液
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２６６２歳の女性。３年前に右の乳癌に対し胸筋温存乳房切除術を施行した。術後病理診断は、浸潤

性乳管癌で腫傷径3.2ｃｍであった。核グレード３、エストロゲン受容体陽性、プロゲステロン受容

体陽性、ハーセプテスト陽性であった。l恢商リンパ節23個中４個に転移を認めた。術後の補助療

法は行っていない。初潮１２歳、閉経50歳、妊娠経験３回、出産３回である。家族雁・既往歴に特

記すべきものはない。外来での経過観察中に腫傷マーカーの上昇を認めた。ＣＥＡ１０．２，９/1110（正常

値5.0,9/川@以下)。腹部超音波検査写真を示す。

この患者に見られる抗体はどれか。

ａ抗Jo-1抗体

ｂ抗DNA抗体

ｃ抗SCl-70抗体

ｄ抗糸球体基底膜抗体

ｅ抗好中球細胞質抗体
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治療として正しいのはどれか。

ａ経過観察

ｂ肝切除術

ｃラジオ波焼灼術

ｄインターフェロン

ｅアロマターゼ阻害薬

２４３１歳の女性。数年前から手指にしもやけ様の紅斑が出現し近医で外用薬を処方されていた。その

後結婚し、第１子を妊娠した。妊娠20週ころから脱毛および両側頬部紅斑が見られるようになり、

次第に顔面と下腿の浮腫が増悪した｡検査では尿ﾀﾝパｸ3+､尿潜血2+､白血球数3,000/“、赤

血球数330万/“､血小板数55万/"'､血消総ﾀﾝパｸ5.49/dl,血清ｱﾙブﾐﾝ2.19/"､血消クレ

アチニン値1.2mg/“抗核抗体640倍（辺緑型）（基準40倍未満）であり、内科に紹介受診した。

－５０４－１６－－５C４－ｌ５－

腹部超音波検査写真
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２９６２歳の男性。約20年前から会社健診で高血圧を指摘されていたが、放置していた。

最近、一過性の視野障害やめまいを生じるようになり来院した。

Ｌ五

２７生後５日の女児。肉眼的黄

痘のため梢査を行い、写真に

示す治療を開始した。

『
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まず行うべき検査はどれか。

ａ脳 波

ｂ脳血管造影検査

ｃ頚動脈超音波検査

ｄ心臓超音波検査

ｅ末梢血管脈波検査（ABPI/PWV）
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３０３８歳の男性。１５歳頃より胸部・顔面にニキビが多発した。２０歳過ぎに炎症は落ち着いたが、

キビ跡が滞り上がってきた。軽度の掻津感と癖痛を認めている。この治療において正しい記赦はどれか。

ａ副作用として貧血が挙げられる。

ｂ交換輸血で効果のなかった症例に行なう。

ｃ生後日数により治療開始の基準値が異なる。

ｄ直接クームステストが陰性の時は無効である。

ｅ直接ピリルビンが上昇したときに有用である。

：鐙鱒｡望。
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一Ｆ東一幸
この疾患について正しいのはどれか。

ａ部分切除生検を行う。

ｂ軽微な外傷では発生しない。

ｃ外傷の範囲を越えて拡大しない。

ｄ肩甲部は好発部位である。

ｅ治療は外科的切除を行う。

可

Ｆ
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在胎30週、出生体重1,5009未満の未熟児に多い。

腸管の未熟,性に加え、低酸素血症が発症に関与している。

急激に増悪化し、腸穿孔、腹膜炎、DICを併発することが多い。

早期発見には造影剤による透視レントゲン撮影が必要である。

２８生後１０日の新生児。在胎30週、出生体重1,400gにて出

生した。出生直後より呼吸障害があり、人工呼吸管理

を必要とした。日齢３より母乳を開始し、時間経過と

ともに母乳投与量を増やしていった。日齢８，母の乳

汁分泌が不良のために、人工乳に切り替えた。２日後

から、胆汁様の11匠吐を繰り返すようになり、腹部膨満

が著明となり腹壁が青みがっかてきた。活気不良、無

呼吸発作を繰り返したため、血液検査、腹部エックス

線撮影を行った。白血球15,000/mm3、CRP8.0ｍｇ/“と上

昇していた。全身写真を示す。

－５０u４－ｌ７－

全身写真

この疾患の説明で不適切なのはどれか。

ａ人工栄養より母乳栄養の方が発症が少ない。

ｂ在胎30週、出生体重1,5009未満の未熟児に

ｃ腸管の未熟'性に加え、低酸素血症が発症にＦ

ｄ急激に増悪化し、腸穿孔、腹膜炎、ＤＩＣを伽

ｅ早期発見には造影剤による透視レントゲン1；

－５０４－１８－
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３２５６歳の男性。視野異常を主訴に来院した。３週前より右眼の飛蚊症と光視症を自覚している。

嬬正視力は、右眼（0.08)、左眼（1.2）であった。右眼の眼底写真を示す。

３１２５歳の女性。幼少児期より左耳の難聴を自覚していたが、放世していた。純音聴力検査の結果

を示す。

戸

『

適切な治療法はどれか。

ａ網膜光凝固術

ｂ光線力学療法

ｃステロイド薬点滴治療

ｄマンニトール薬点滴治療

ｅ強膜バックリング（内陥）術
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右眼の眼底写真

３３５２歳の男性。全身の紅斑と水庖を主訴に来院した。

１週間前からの感冒症状のためペニシリン系抗菌薬を処方された。

その後、熱はさらに高くなり皮府に紅斑と水庖が出現した。写真を示すｃ

1２５２５０５００１０００２０００４０００８０００１１ｚ

図．

診断に最も有用と思われる検査はどれか。

ａインピーダンスオージオメトリ

bBekesy自記オージオメトリ

ｃＡＢＲ（auCUtolybrajnstemresponse）

ｄＳＩＳＩ（shortincrementsensitjmtyindex）

ｅART,Ｒ（altematebjnaur811oudnessbR1月nRetest）

－５“－１９－
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正しいのはどれか。

aNikolsky現象が陽性である。

ｂ第１度熱傷に準じた局所療法を行う。

ｃ皮府以外の|臓器障害は軽微である。

ｄ感染予防に他のペニシリン系抗菌薬を投与する。

ｅ副腎皮質ステロイド薬の全身投与は禁忌である。
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３４合併症のない患者が全身麻酔下に小手術を行う際、標準的モニターとして不適切なのはどれか。

ａ心晒図

ｂ呼気CO2濃度

ｃ中心静脈圧

．血圧

ｅ酸素飽和度

－５０４－２１－

ｒ
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３３５歳の男性｡数週間前からの倦怠感と盗汗とを主訴に外来を受診した。健康診断は受けていない。

渡航歴はない。

身体診察で、体温37.8℃、呼吸２０回/分、血圧120/501m､Hg、脈拍100/分、整。頚静脈圧および

妊娠成立周期の基礎体温を示す。
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波形に異常はない。心尖部に拡張早期雑音を聴取する。指爪、足底、眼底の所見を示す。
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１１

詞Ｆ
Ｌ

２２５歳の初産婦。妊娠経過に異常は認めなかった。妊娠39週４日に性器出血と、１０分周期の子宮収

縮があり入院となる。

入院後２時間で自然破水した。陣痛周期、持続時間は正常で胎児心拍数には異常は認めない。

現在内診所見は､頭位で､先進部は小泉門で母体右前方に位置している。stationは十2である｡

入院からのパルトグラムをしめす。

足底の所見

X>０９０〈

指爪の所見

－５０５－１－

眼底の所見

{剛日

診断の確定に必須の検査はどれか。２つ選べ。

ａ心電図

ｂ血液培養

ｃ心臓超音波

ｄ頭部ﾊﾉ皿検査

ｅ胸部造影CT検査

２

分娩予定日はどれか。

ａ１０月８日

ｂ１０月22日

ｃ１１月８日

ｄ１１月22日

ｅ１２月８日

職
・4画手帆

－５０５－２－

正しいのはどれか。

ａ前期破水である。

ｂ矢状縫合は第二斜径に一致する。

ｃ児は弗一胎向である。

ｄ第二回旋の異常である。

ｅ児頭骨盤不均衡である。

４６８１０１２１４

分娩時間(時間）

０
８
０
４
２
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パルトグラム
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Ｆ
Ｑ

６６５歳の男性。排尿障害を主訴に来院した。国際前立腺症状スコアでは表のような結果であった。

身体診察では腹部平坦､軟｡腎､肝､牌を触知しない。外陰部は正常で、直腸指診で前立腺は鶏卵大

で硬結はない。尿沈澄には異常を認めない。排尿後､超音波断層検査で勝耽内に約３０１１肥の残尿を認

次の文を読み、４～５の問いに答えよ。

６０歳の男性。歩行中にバイクにはねられ受傷、高エネルギー外傷ということで搬入された。プライ

マリーサーベイで気道は開通、発語あり、致死的胸部外傷なし、循環動態は安定、意識も清明であっ

た。既往歴に特記すべきこと無し。身長160cm，体重70kg・セカンダリーサーベイで右大腿部の変形、

腫脹を認めており、激痛を訴えた。末梢の神経、連動には問題なかった。血液所見：白血球9,600、

赤血球450万､ヘモグロビン1359/〃､血小板25万､総蛋白７９/〃､ＢＵＮｌ６ｍｇ/伽､クレアチニン１．０ｍｇ/“、

AST28、ＡＬＴ22、Nal40mEq/０，Ｋ４０ｍＥｑ/〃、CL100mEq/《、動脈ガス分析（１００リザーバーマ

スク）ＰＨ7.40、PaO2340Torr、PaCO240Torr，BE12mEq/‘であった。

レントケン写真では大腿骨骨幹部骨折を認め、牽引後、３日目に髄内釘の手術を行った。痔痛が強

く術後２日I:iまでベット上安静となった。３日１１に車椅子移動させたところ急に呼吸困難を訴えた。

める。

血清PSAは3.5,9/”（基準値4,9/1111以下）である。

国際前立腺症状スコア(|-PSS）

Ｚ

５【
凸 ３ロ

130/mjnの頻脈、末梢の冷汗、湿潤があり、意識低下も認めた。
ロ
●４Ｂｉ１ロ

４適切な検査はどれか。２つ選べ。

ａ心エコー

ｂ呼吸機能検査

ｃ胸部造影ＣＴ

ｄ胸部単純ＭＲＩ

ｅ胸部エックス線断層撮影

５３２

「
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５３

２
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ロ Ｉ

５治療に必要な薬剤はどれか。

ａ抗菌薬

ｂヘパリン

ｃステロイド薬

ｄキサンチン系薬

ｅ吸入β受容体刺激薬

－５０５－４－

1から7の点合計

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ異常なしとして帰す。

ｂ前立腺針生検を行う。

ｃ経尿道的前立腺切除術を行う。

ｄαアドレナリン遮断薬を処方する。

ｅ残尿に対し尿道カテーテルを留iiftする。

－５０５－３－

1．最近１ヶ月間．排尿後髄

尿がまだ残っている感じが
あり寵したか｡

2．般近１ヶ月間.排尿後2時間

以内にもう？度いかねばな
らないことがありましたか。

3．最近１ヶ月間、誘尿途中
に尿が違切れることがあり

讃したか。

4．溌近１ヶ月間，排尿を我
極するのがつらいことがあ

りましたか。

5．最近１ヶ月間，尿の勢い
が弱いことがありましたか。

6．最近１ヶ月間，排尿開始
時にいきむ必要があけまし

たか。

7．最近１ケ月1M１，床に就も

てから朝起きるま･で;､』誉通

何回排尿に起きましたかロ

虫ったく

なし

０回

５回

割

１回

２回に１回の

割合未満

②

２回

③

2回に１回の

割

、

①

３回

2回に１回の

割合以上

①

①

①

４回

ほとんど

常に

５回以上



この患者で予想される検査所見はどれか。

ａγ一グロブリン低値

ｂ血小 板高値

ｃ肝静脈模入圧低値

ｄアルブミン低値

ｅ腹部超音波検査でbughtljyer

「

Ｆ
』

８１９歳の男性。大学に入学し、実家を出てアパートに一人住まいを始めたが、半年後から登校しな

くなった。心配した両親が様子を見に行くとカーテンを締め切り、外に出るのが怖いと引きこもっ

た生活をしていた。理由を聞いても時々にやにやと笑うなど話がかみ合わない。友人には「半年前

から世の中が急に変わってしまった」と話していたという。

７３６歳の女性。交通外傷による脊髄損傷のためｌか月前から歩行不能であった。本日、起床時に突

然、胸痛と呼吸困難を自覚した。体温372℃、呼吸数28/分、脈拍数１００/分整、血圧90/72mmHg，Ⅱ音

の冗進を認める。動脈血液ガス分析（roomajr)：ＰＨ7.47、PaO250torT、PaCO233toな。心電図およ

び胸部造影CTを以下に示す。

､ﾛ●

考えられるのはどれかｃ

a急性大動脈解離

ｂ肺動脈血栓罪栓挿

ｃ急性心筋梗塞

ｄ向然気胸

ｅ無気肺

この症例で誤っているのはどれか。

ａ生涯雁患率は約1％である。

ｂ環境の変化が原因で症状が現れることが多い。

ｃ家族、本人への疾病教育は治療上亜要である。

ｄ治療を行い症状が消退しても服薬は続けた方が良い。

ｅ意欲低下や感情の平板化といった症状が認められる。

●Ｄ■旬

あ

，ｎ
Ｌ．

９６５歳の男性。５０歳時にC型慢性肝炎と診断されたがその後通院していなかった。今回、下腿筋箪

縮（つり）を主訴に来院。身体所見では黄恒はなく、心商部に辺縁鈍の硬い肝を５cm触知し牌皿が

認められた。上部内視鏡検査（食道）を示す。

胸部造影CＴ

炉 ．
．＝．”０

ー

「

Ｆ
凶
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０●

●母

●

必●羊

Ｐ｡

上部内視鏡検査所見

●

－５０５－５－

心電図

２５･ﾛ極■ﾉｳ虻

－５０５－６－



１１検査として行うべきでないのはどれか。

ａ脳血管撮影検査

ｂ腰椎穿刺髄液検査

ｃ脳血流検査

dCTLAngiography

e脳波検査

詞Ｆ
凶

１２頭部MRI像を示す。撮像法の組み合わせで正しいのはどれか。

ａｌ：Ｔｌ強調画像２：Ｔ２強調画像３：FLAIR画像４：ＤＷＩ（拡散強調画像）

ｂｌ：Ｔｌ強調画像２：Ｔ２強調画像３：ＤＷＩ（拡散強調画像）４：FLAIR画像

Ｃｌ：FLAIR画像２：ＤＷＩ（拡散強調画像）３：Ｔ２強調画像４：Ｔｌ強調画像

ｄ１：ＤｗＩ（拡散弧調画像）２：FLAIR画像３：Ｔｌ強調画像４：Ｔ２強訓画像

ｅｌ：Ｔ２強調画像２：Ｔ１強調画像３：ＤＷＩ（拡散強調画像）４：FLAIR画像

次の文を読み、１０～１１の問いに答えよ。

５６歳の男性。１０年来の高血圧症にて血圧降下薬を服用していた。また約30年の喫煙歴あり。会社で

会識中に突然気分不良と頭痛を訴え、意識障害に陥ったため救急車にて病院へ搬送された。病院到着

時の意識レベルはJCSm-200、血圧190/95mmHg、脈拍55/分、呼吸は１分間に20回であった。ＯＴ画

像（単純）を示す。

２

１０疾患の原因として考えられるのはどれか。

ａ脳梗塞

ｂ 脳 動 脈 癌

ｃ硬膜動静脈奇形

ｄ静脈洞血栓症

ｅ脳動静脈奇形

－５０５－７－

CT画像（単純）

戸
』

－５０５－８－

３ ４



『

１６２７歳の男性。川崎病冠動脈後遺症により７歳時に左心室癌切除術と冠動脈バイパス手術（1枝バ

イパス）を受けている。ＭDCTを示す。

１３５８歳の男性。１５年前にIgA腎炎と診断された。健康診断では、血尿と蛋白尿を毎年指摘されたが

放置した。２か月前から浮腫と頭痛が出現している。労作時の息切れのために来院した。血圧

172/lO6mmHgo心濁音界：左側は鎖骨中線１横指外側。尿所見：潜血（3＋)、蛋白（2＋)。血液

所見：Ｈｂ７．２９/伽。血清生化学所見：アルブミン３．６９/“、クレアチニン8.2ｍｇ/似、カリウム

6.8mEq/０、カルシウム7.6ｍｇ/伽。

ＭＤＣＴ
１４誤っている組み合わせはどれか。

ａ卵巣甲状腺腫一一一一一一一一一一一一一一サイロキシン

ｂ未分化旺細胞腫一一一一一一一一一一一一一アルファーフェトプロテイン

ｃ繊毛癌一一一一一一一一一一一一一一一一一hＯＧ

ｄ順粒膜細胞腫一一一一一一一一一一一一一一エストロゲン

ｅセルトリ・ライディク細胞腫一一一一一一一アンドロケン

五】

ｐｄｇｕｒＬ
①

Jム峰ＤＰＩぜ⑧

Ｉ【ｌｏ』r
rOUdfPlj･ＫＰＩ,8５

Ⅱ

認められるのはどれか。

ａ血清リン低値

ｂ血清アルカリフオスファターゼ高値

ｃ代謝性アルカローシス

ｄ大球性貧血

ｅ腎臓超音波正常

〃』

り
､浬弔■〃

ﾋ ﾛ

峰』

FRJpl

ｊＦ
ｕ

2辻

ウ１１．８

正しい組み合わせはどれか。

ａ ア．心疾患イ．肺炎

ｂ ア ． 心 疾 患 イ．自殺

ｃア．悪‘性新生物イ．肺炎

ｄア．悪性新生物イ．心疾患

ｅア．悪性新生物イ．心疾患

ウ．不慮の事故

ウ．不慮の事故

ウ．脳血管疾患

ウ．脳血管疾患

ウ．脳血管疾患

冠動脈バイパス術において使用されたグラフトと吻合された冠動脈の正しい組み合わせはどれか。

ａ内胸動脈グラフトーー一一一一一一一一一一左冠動脈前下行枝

ｂ大伏在静脈グラフトー一一一一一一一一一一左冠動脈前下行枝

ｃ大伏在静脈グラフトーー－－－－－－－－－左冠動脈回旋枝

ｄ内胸動脈グラフトーー一一一一一一一一一一右冠動脈

ｅ大伏在静脈グラフトー一一一一一一一一一一右冠動脈
１５下記のグラフは平成１８年度の日本人の死因順位を割合で示したものである。

エ．悪性新生物

エ．悪性新生物

エ．心疾患

エ.肺炎

エ．自殺

力
４

ｵ.９

力．脳血管疾患

力．肺炎

力．自殺

力．その他

力．その他

オ．不慮の事故

オ．不慮の事故

その他

その他

その他

－５０５－９－

万
オ
オ
オ

－５０５－１０－
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１９骨髄検査は、図の２つの器具を使い分ける。誤っているのはどれか。

ａＡは骨髄穿刺用、Ｂは骨髄生検用である。

ｂＡは骨髄穿刺用であるが、Ｂも骨髄穿刺用として用いることができる。

ｃＡは、胸骨用であり、腸骨では用いることはできない。

ｄＢは、骨髄移植ドナーからの骨髄液採取にも用いられている。

eA、Bともに腸骨を穿刺部位とすることができる。

写真の中に見られない物品、１７ALS患者のベツドサイド写真を示す。写真C

ａ人工呼吸器

ｂ吸引器ボックス

ｃ酸素吸入装置

ｄ心電図モニター

ｅパルスオキシメーター（sPo2モニター）

装置はどれか。

『1ぐ.'ひ１‘１．ＡＩ

１§|：
ALS患者のベッドサイド写真

腰椎穿刺検査につき正しいのはどれか。

ａ通常第１，２腰椎間で行う。

ｂ頚静脈を圧迫すると髄液圧は上昇する。

ｃ合併症として検査直後のけん引性頭痛がある。

ｄうっ血乳頭があっても問題なく施行できる。

ｅ穿刺部に感染巣がある場合は抗菌薬投与下に行う。

ｇ
望

■て

r，

‘…郭…削

２０急性骨髄性白血病のEAB分類を行うときに用いられる特殊染色はどれか。２つ選べ。

ａ鉄染色

ｂPAS染色

ｃミエロペルオキシダーゼ染色

ｄナフトール・ブチレート染色

ｅアルカリフオスファターゼ染色

－５０５－１２－

３

－５０５－１１－

L劇騨,』１８３６歳の女‘性。１週間前より感冒症状が出現し、３日前より頭痛、咽吐を繰り返すようになった。

診察時体温38℃、一般理学所見に異常なく、ネIll経診察で項部硬直を認め腰椎穿刺検査を行うこと

になった。



『

次の文を読み、２３～25の問いに答えよ。

５５歳の女性。現病歴４年前より寒冷時両側手指が白色、紫色に変化するようになった。また手指お

よび足指の皮府のこわばり感が出現。その後皮府のこわばり感は上肢､顔と拡大した。２年前より咳、

労作時の息切れが出現。食事の際、食べ物がつかえる感じや下痢も認めるようになった。１年間で３

kg体重減少した。昨日より悪心、IIE吐を伴った激しい頭痛が生じ来院した。

既往歴：特記すべきことなし。

生活歴：喫煙歴20歳より20年間１日10本。飲酒なし。妊娠３回、３挙児。家族歴：特記すべきこと

なし。

身体所見：身長158cm、体重44kg、血圧210/１１０、脈拍lOO/分整、意識清明、眼臓結膜：軽度貧血、

眼球結膜：黄痘なし、胸部心音異常なし、両側背側部捻発音を聴取、腹部；上腹部に

軽度圧痛、肝牌腫なし、腸音異常なし、皮府：顔面と両側上腕から手指にかけて皮間硬

化、色素沈着、指尖陥凹、雌反射正常、両手、肘関節に圧痛、軽度腫脹を認める。

検査所見：尿蛋白(2＋)、潜血('十)、白血球数6,400､赤血球380×104、HblOg/似､血小板８×１０‘I、

抗核抗体640倍（基準40倍未満)、胸部CT写真を示す。

２１２３歳の女性。職場の健診にて胸部異常陰影を指摘され来院した。２か月前から咳鰍、略疾を自

覚している。

胸部エックス線写真を示す。

１１客疾塗抹検査の結果を陰圧換気の個室で待つことになった。

患者さんに着用させるべきなのはどれか。

門

,¥『法侭ﾛ
＝

ａＮ９５マスク

ｂ衛生マスク

ｃサージカルマスク

ｄリザーバーマスク

ｅベンチュリーマス ク
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胸部エックス線写真
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２２この機器の用途について適切なのはどれか。

１

１

１

－５０５－１３－

凸

－５０５－１４－

ａ血糖測定

ｂインスリン自己注射

ｃ成長ホルモン自己注射

ｄ血中ケトン体濃度測定

ｅ動脈血酸素飽和度測定

胸部単純CT写真抗核抗体640倍(基準40倍未満)(蛍光抗体法）
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２６３６歳の女性。動1季と発汗過多および前頚部腫脹を主訴に来院し、バセドウ病と診断された。抗

甲状腺薬の投与を開始するも副作用出現のため内服は中止し、手術治療の方針となった。手術中、

深部体温の上昇（402℃）と頻脈（160/min）が出現し、大量の発汗が認められた。手術前日の甲

状腺刺激ホルモン（TSH）および甲状腺ホルモン（FT4）は、TSH＜0001淫U/'1班（基準値0.27～

4.20)、F-T47,54,9/“（基準値1.00～1.80）であった。

２３この症例において直ちに行うべき検査はどれか。２つ選べ。

ａ筋電図

ｂ眼底検査

ｃ 髄 液 検 査

ｄ血清補体価

ｅ血紫レーン活性

治療法として適切でないのはどれか。

ａ大量輪液

b全身冷却

ｃヨード投与

ｄステロイド投与

ｅカテコラミン投与

２４この症例で検出される可能性の高い自己抗体はどれか。

ａ抗DNA抗体

ｂ抗RNP抗体

ｃ抗Scl-70抗体

ｄ抗セントロメア抗体

eMPO-ANCA（抗好中球細胞質抗体）
２７日齢10の新生児。新生児マススクリーニング検査でl70Hプロゲステロン高値を指摘され受診し

た。外'性器の所見を示す。

２５この症例の適切な治療薬はどれか。

ａアンジオテンシン変換酵素阻害薬

ｂステロイドパルス療法

ｃ メ ト ト レ キ サ ート

ｄβ受容体遮断薬

ｅＤ－ペニシラミン

診察すべき項目で関連のないのはどれかＣ

ａ紫斑の有無

ｂ脱水の有無

ｃ体重増加の程度

。色素沈着の有無

ｅ精巣の触知の有無

君毎
審
且
写

ｋ

－５０５－１６－－５０５－１５－

~

外性器の所見

２８輪液療法について正しいのはどれか。

ａ１日必要水分量を年齢で計算し輪液量を決定する。

ｂ救急患者は、第１排尿の確認まで３号輸液を用いる。

ｃ意識障害の患者には、乳酸塩が添加された輪液を用いる。

ｄ低ナトリウム血症の補正は、なるべく急速に行うべきである。

ｅ低ナトリウム血症の評価には、血紫と尿浸透圧の比較が有用である。

２９動脈血ガスの採血部位として適当なものはどれか。２つ選べ。

ａ上腕動脈

ｂ側頭 動脈

ｃ鎖骨下動脈

ｄ足背 動脈

ｅ大腿動脈
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【

３１３６歳の男性。１週間前からの右頬痛を主訴に受診した。副鼻腔CTを示す。３０２４歳の男性。深夜歩行中、暴走族とケンカとなり顔面外傷を受傷。３枚の】、をしめす。

詞

ｒ
固
嘩

３２生後９か月の乳児。左眼付近の脈痛が徐々に増大し、来院した。顔写真を示す。

－５０５－１７－ －５０５－１８－

認められる可能性のある弱視はどれか。

ａ視覚刺激遮断弱視

ｂ屈折異常弱視

ｃ不同視弱視

ｄ経線弱視

ｅ斜視弱視

正しいのはどれか。

ａ放射線療法を行う。

ｂ抗真菌薬を投与する。

ｃ骨破壊像が顕著である。

ｄ抗ウイルス薬を投与する。

ｅう歯が原因のことが多い。

一

３
１

顔写真

副鼻腔ＣＴ

1

ｈ面拳

Ｔ ｑ

ｉ雷

一一ｉｉ

|，！

Ｌ
明らかに認められる骨折はどれか。

ａ頬骨骨折

ｂ頬骨弓骨折

ｃ眼商底骨折（blowoutfracture）

ｄ 上 顎 骨 折

ｅ下顎骨体部骨折

'11,ｋ
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３３６５歳の男性。３か月前から体幹に軽度の画捧を伴う皮疹が多発してきた。写真を示す。

鴇
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合弁頻度の高い基礎疾患は何か。

ａ胃癌

ｂ肝硬変

ｃ肺気腫

ｄ慢性腎炎

ｅ慢性陣炎

万一尾
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正しいのはどれか。

aNSAIDSを追加処方する。

bNSAIDSを中止し、弱オピオイドを処方する。

cNSAIDSを中止し、強オピオイドを処方する。

ｄNSAｪDSを継続したまま、弱オピオイドを処方する。

eNSAIDSを継続したまま、強オピオイドを処方する。

３４７８歳の男性。陣臓がんによる上腹部痛のコントロール目的で、緩和ケアチームに紹介された。

非ステロイド系消炎鎮痛薬（NSAIDS）は処方されていたが、オピオイドは処方されていなかった。

患者は痔痛のため顔をゆがめ、睡眠が全く取れていない。WHO方式がん痔痛治療法の第２段階を

試みたが癌痛コントロール不十分なため、第３段階の治療が検討された。

－５０５－１９－
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次の文を読み２～４の問いに答えよ。

５２歳の男性。３か月前より坂道を上ると息切れを感じるようになった。徐々に息切れは増強し、３

日前より発作性夜間呼吸困難が出現し、起坐呼吸にて入院となった。

入院時身体所見：脈拍１０２/分・不整、血圧152/８８mmHg、呼吸数２２/分。頚静脈怒張と下腿浮腫、

肝腫大がみられた。心聴診上第３音と汎収縮期雑音を聴取し、肺ラ音を認めた。

手足の冷感はなかった。

血液検査所見：ＢＵＮｌ８ｍｇ/〃、ＣｒｅＯ､82ｍｇ/〃、Nal33mEq/２，Ｋ3.8mEq/０，ＴＢｉｌ１．３ｍｇ/伽、ＡＳＴ

２１１U/'、ＡＬＴ１９１Ｕ/０、γ-GTP891U/2、随時血糖１９８ｍｇ/(M、ＨｂＡ１ｃ６､4％、ＢＮＰ

678pg/'11,（基準18Pg/１１泌未満)、心筋トロポニンＴ<0.01,9/'１泌（基準0.10,9/'1岨未満）

１７８歳の女性。無症候性肉眼的血尿を主訴に来院した。６か月前にも同様の所見を認めたが放置。

静脈性腎孟造影で上部尿路に異常は認めなかった。尿細胞診はclassllo勝暁鏡検査の所見を示す。

適切な対応はどれか。

ａ経尿道的勝眺腫癌切除術

b経尿道的勝眺結石破砕術

ｃ根治的勝眺全摘除術

ｄ尿失禁型尿路変向術

ｅ維過観察

胸部エックス線を示す。
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阿部エックス線

腺耽鏡検査の所見
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５２４歳の男性。生来健康。３か月前から呼吸困難が徐々に進行した。心エコー図を示す。２本症例の問診および身体所見に関し、正しいのはどれか。

ａ発作性夜間呼吸困難は臥位にて軽減する。

ｂ発作性夜間呼吸困難は朝方に生ずる。

ｃ頚静脈怒張は臥位で判断する。

ｄ頚静脈怒張は内頚静脈で判断する。

ｅ第３音は胸骨右縁第２肋間で最も良好に聴取できる。

考えられる疾患はどれか。

ａ肺巾栓塞栓症

ｂ僧|旧弁狭窄症

ｃ高巾序'性心疾患

ｄ拡張型心筋症

ｅ心房中隔欠損症３本症例の入院時のスワンガンッカテーテル検査での所見はどれか。

ａ中心静脈圧.２mmHg,肺動脈模入圧９mmHg,心係数１．５０/分/ｍ２

ｂ中心静脈圧.10mmHg,肺動脈棋入圧25mmHg,心係数２．８２/分/ｍ２

ｃ中心静脈圧.２mmHg,肺動脈模入圧９mmHg,心係数2.8‘/分/ｍ２

ｄ中心静脈圧.２mmHg,肺動脈棋入圧25mmHg,心係数２．８０/分/ｍ２

ｅ中心静脈圧.10mmHg,肺動脈模入圧25mmHg,心係数１．５０/分/ｍ２

ﾛ

hｊ

－５０６－３－

⑤○○戸Ｆ、戸、ＬＦ
昆 回

－５０６－４－

一
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『

４直ちに行うべき処置はどれか。

ａインスリン持続静注

ｂβ遮断薬内服

ｃドブタミン持続静注

．ニトログリセリン舌下投与

ｅ 血 擬 交 換

宮

収縮末期拡張末期

罰一

傍胸骨長軸左室断面像
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６推定20代から30代男性。駅前の路上で通りがかりの小学生に対し意味不明のことを怒鳴るなどの

奇異な行動があり、警察に保護された。精神疾患が疑われたため、警察から糖神保健福祉センター

に相談があり当院にて診察となった。身なりはぼろぼろのＴシャツとズボンと季節はずれのロング

コートという服装で、髪はしばらく手入れしていないような様子でぼさぼさであった。しばらく入

浴していない様子で、路上生活者のようであった。名前を問うと、「やまだたかし」と答えたが、

それ以上は喋らず住所や連絡先などは不明であった。所持品も身元がわかるような物は一切所持し

ていなかった。警察に保護されるときはおとなしく従い、暴言や暴力行為などは認めなかった。診

察時、話しかけても視線は合わず、自分の名前以外は質問にまともに答えることはなかった。「今

日は何をしていたのですか」という質問に対し、「水道橋で犬が三遍まわってワン」などと答え、

まとまりのない言動が認められた。小声で独り言を言ったり、時折下を向いてニヤニヤと場違いに

笑っている様子があった。入院させ精査を行うこととなった。

８６６歳の男性。昨夜からの発熱・背部痛を主訴に来院した。体温３９℃、脈拍１０６/分、盤、血圧

94/72mmHg･入院時血液所見:白血球数18,600/“､赤血球数420万､Hb13.49/dl､Ht32%､血小

板１１万､総ピリルビン5.8mg/伽、直接ピリルピン４８mg/〃､AST681U/‘、AEr801Uﾉ’、CRP20nE/d@．

腹部超音波検査で肝内胆管の拡張を認めた。内視鏡的逆行件１１日省造影（ERC）を示す。

,蕊夢直ちに行う治療はどれか。

ａ肝動脈塞栓術

ｂ腹腔鏡下胆愛摘出術

ｃ十二指腸乳頭形成術

ｄ肱頭十二指腸切除術

ｅ内視鏡的逆行性胆道ドレナージ

』

蟻P::』・

醜

入院形態として正しいのはどれか。

ａ措置入院

ｂ任意入院

c応急入院

ｄ医療保護入院

ｅ緊急措置入院

－５０６－５－

芦
〆
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Ｌ
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－５０６－６－

内視鏡的逆行性胆道造影（ＥＲＣ）

瀞
７６８歳の女性。変形性膝関節症の診断で、３か月前から２週間に１回関節内注射を受けている。

関節内に注射されているのはどれかＣ

ａ副腎皮質ステロイド

ｂⅡ型コラーケン

ｃ グ ル コ サ ミ ン

ｄヒアルロン酸

ｅキシロカイン

Ⅱ
叩
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『

１０３４歳の女性。検診にて卵巣に嚢胞性腫痢を指摘され、精査のため来院した。MRI所見で正しいの

はどれか。

９６２歳の男性。胃休部大湾に病変を指摘され、生検にて分化型腺癌が易

鏡写真及び超音波内視鏡写真を示す。尚、腹部CTでは遠隔転移はない。

生検にて分化型腺癌がみられたため受診した。内視

■
ｐ
い
い

－５０６－７－

治療法として適切なのはどれか。

ａ内視鏡的レーザー焼灼

ｂ内視鏡的粘膜下層剥離術

ｃ化学療法

ｄ放射線治療

ｅ外科切除 鍵蕊識

－５０６－８－

舗帆ｗ聯。《・
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超音波内視鏡写真
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内視鏡写真 脂肪抑制T1強調画像

ａ脂肪を含みTl強調画像で高信号、脂肪抑制画像で低信号になるｃ

ｂＴｌ強調画像､脂肪抑制画像でいずれも高信号である。

ｃＴｌ強調画像、Ｔ２強調画像で低信号を示す。

ｄ単房性、嚢胞性腫痛である。

ｅ卵巣と接する。
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1２Ｓ状結腸に認められた腫傷の肉眼所見及び組織所見（HE染色）を示す。１．１４５歳の男性。３年前の健診で高尿酸血症を指摘されるも精査は受けていなかった。昨日より右

背部病が出現。同時期より尿の色が赤くなったので受診した。血圧130/80mmHg、体温368℃･尿

検査：ｐＨ5.5､蛋白(－)、潜血(3＋)、亜硝酸(－)、尿沈置：白血球０～３/HPF､赤血球＞１００/HPF。

Ｆ詞

Ｌ

Ｚ字

この腫揚について正しいのはどれか。

ａｌ型である。

ｂ腺腫を合併している。

ｃ中分化腺癌である。

dDukesAである。

ｅ硬癌である。

血清生化学検査：尿素窒素20mg/伽、クレアチニン１．１mg/〃、尿酸8.5唾/伽ｃ

この患者の尿沈澄で認められるのはどれか。２つ選べ。
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腫傷の組織所見（ＨＥ染色）
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腫傷の組織所見（ＨＥ染色）
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める。心電図を示す。
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凶

次の文を読み、ｆ４～16の問いに答えよ。

６５歳の女性。５年前検診で高血圧と糖尿病を指摘されたが、自覚症状なく放置していた。３週間前

より脈がゆっくりになることがあり来院。３か月前より易疲労感も自覚している。意識は清明。身長

158ｃｍ，体重62kg，脈拍72回/分、不整。血圧160/88．右肋骨弓下に肝を３cm触知し、下腿浮腫を認

１３粉じん作業または粉じんの種類とじん肺の組み合わせで正しいのはどれか。２つ選べ。

ａゴム製造作業一一一一一一一一一一一一一一滑石肺

ｂ金属ヒューム曝露作業一一一一一一一一一一けい藻土肺

ｃ石炭坑内作業一一一一一一一一一一一一一一石綿肺

ｄ研磨作業（グラインダー）一一一一一一一一炭素肺

ｅ鉱山の坑内作業一一一一一一一一一一一一一けい肺

－５０６－１１－

『

ｒ
§

心 電 図

心電図
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Ｆ可

４
Ｆ
胆

１７７０歳の男性。本日朝より右上下肢の動きにくさが出現し受診した。頭部MRI画像を示す。（左：

FLAIR画像、右：拡散強調画像）

１４心電図所見で正しいのはどれか。

ａ洞停止

ｂＱＴ延長

ｃ心房性期外収縮

．心室性期外収縮

ｅⅡ度房室ﾌﾞロック

Ａ

今回の責任病巣はどこか。

ａ運動 野

ｂ放線冠

ｃ内包後脚

ｄ内包膝部

ｅ大脳脚

３
聯
１
．

１
Ⅷ
昭

、

１５初期治療として正しいのはどれか。

ａ経過観察

ｂ抗菌薬投与

ｃインスリン投与

ｄβプロツカー投与

ｅ一時的ペースメーカー（体外式ペースメーカー）挿入

頭部ＭＲｌ画像（FLAIR画像）頭部ＭＲｌ画像(拡散強調画像）

１８悪性リンパ腫のstage分類のためにGaシンチ（図Ａ）と全身CＴ（図Ｂ）を施行した。

１６最初に鑑別すべき疾患はどれか。

ａ狭心症

ｂ心筋梗塞

ｃ洞不全症候群

．低カリウム血症

ｅ甲状腺機能低下症

誤っているのはどれか。

ａＢは造影CTである。

ｂＧａシンチでもっとも強い取り込みは、腹部正中部である。

ｃ肝脳にも取り込みがあるが、生理的取り込みの範囲である。

ｄ病変部に取り込まれなかった6?Ga-クエン酸は、尿中に排池される。

ｅＡの左そけい部の取り込みは、Ｂより判断すると、そけい部リンパ節の取り込みである。

－５０６－１４－

巳
－

図Ｂ：全身ＣＴ図|Ａ：Ｇａシンチ

ｊ
１
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Ｆ
凶

ｒ
Ｌ

検診にて胸部異常陰影を指摘され来院した。気管支内視鏡検査にて肺癌と診断さ６４歳の男性。呼吸困難を主訴に来院した。５年前から階段昇降時に呼吸困難を自覚していた。

３か月前から平地歩行でも呼吸困難を自覚するようになったために来院した。４０本/日、４５年間の

喫煙歴がある。

体温36.4℃・呼吸数１８/分。血圧120/70mmHg･脈拍80/分、整。空気吸入下SpO291％・ばち指を

認める。

胸部単純ＣＴを示す。

２０６６歳の男性。検診にて胸部異常陰影

れた･

梢査で行った検査の画像所見を示す。

1９

皿

正しいのはどれか。

ａ勝眺転移が疑われる。

b67Gaシンチグラフイーの画像である。

ｃ縦隔・肺門リンパ節転移が疑われる。

。糖尿病があっても検査に支障はない。

ｅ取り込みの強さから腺癌が疑われる。

ば”9,ｌ

ｂ

■
■
■
ト
ー
‐
，
‐
ｂ

Ｌ _ - 戸 包 劇 Ｉ

副雑音を般も聴取しやすい呼吸相はどれか。

ａ吸気時前半

b吸気時後半

ｃ吸気呼気移行相

ｄ呼気時前半

ｅ呼気時後半

＝ｐ

●

◎

－５０６－１５－

雲一室蟹

－５０６－１６－

胸部単純ＣＴ
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精査で行った検査の画像所見



Ｏﾛマ

Ｆ
心

70歳の女性。発熱を主訴に受診した。

現病歴：ｌか月前より発熱があり近医受診、抗菌薬等を処方されるも改善しなかった。１週前よ

り両下肢のしびれを自覚している。

既往歴：高血圧にて内服加療中。

現症：身長164cm、体重53kg･脈拍110/分、整。体温37.5℃・血圧138/92mmHg･眼臓結膜に貧

血あり。リンパ節腫大なし。肺野に雑音なし。両下肢に感覚低下あり。

検査所見：尿所見：蛋白（2＋)、糖（一)、潜血（'十)。血液所見：白血球18,000（好中球85％)、

赤血球265万､Ｈｂ７．３９/伽、血小板20万｡血液生化学所見：ＢＵＮ４８ｍｇ/〃、Ｃｒ２２ｍｇ/ｄＯｏ

ＣＲＰｌＯｍｇ/〃・血液培養検査陰性。血清β-,-グルカン陰性。胸部単純CT写真を示

す。

2１

２２５２歳の主婦。健康診断で血清カルシウム高値を指摘され、梢査のために入院した。
特記すべき自覚症状はない。

既往歴：２０年前から高血Ili、高脂血症で加療中。

家族歴：内分泌疾患や糖尿病はない。

生活歴：飲酒、喫煙なし。

現症：身長160cm，体亜51kg、体温37.4℃、脈拍94/分、血圧１０２/54mmHg、意識は清明。
その他の身体所見に特記すべ所見はない。

検査所見

尿所見：比重1.004、ｐＨ6.0、蛋白（一)、糖（－)、潜血（一）

血液所見：白血球3,730、赤血球380万、Hbll8g/伽、Ｈt34％、血小板１７万。

血液生化学所見：総蛋白６４９/〃、アルブミン４０９/〃、ＡＳＴ２１１Ⅳ、、ALT261U/、、尿素窒素
１０．２mg/“Ｃr0.62ｍｇ/〃、ALP4691Ⅳ、(基準１１５～359)､グルコースll5Ing/伽、

Ｃａｌ3.5ｍｇ/〃、イオン化Ｃａ３３０ｍＥｑ/０（基準2.41～2.72)、ＩＰ３，３ｍｇ/“、
Ｍ９１．６ｍｇ/〃(基準1.8～26)、ACTＨ２７．８ｐｇ/11肥（基準7.4～55.7)、尿中コルチ

ゾール17.6鵬/day(基準11.2～80.3)、PTH-インタクトl67pg/１１鯉(基準１０～65)、
PTH関連蛋白≦LOpmol/'(基準1.1以下)、ガストリンl30pg/1110(基準200以下)、
1,25-(OH)2ビタミンD262pg/1110（基準20.0～600)。

頚部、腹部CT、頭部皿H1には異常所見はなかった。

副甲状腺シンチグラフィを示す。

が心

~=璽謹
ー

mノアF

U1I260

FoV殻

まず行うべき検査はどれか。

ａ抗核抗体

ｂ抗CCP抗体

ｃ抗好中球細胞質抗体

ｄ 骨 髄 穿 刺

ｅ気管支鏡検査

鰐

【、

蕊蕊i画趣塵罵=‐

階
③

胸部単純CT写真

』お再
与払

砂

守
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己

－５０６－１７－

副甲状腺シンチグラフィ

高カルシウム血症の原因疾患として正しいのはどれか。
ａ低Ｍｇ血症

ｂビタミンＤ過剰症

ｃ悪性腫傷の骨転移

ｄ多発性内分泌腫傷症

ｅ機能性副甲状腺腺腫

－５０６－１８－
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２４５５歳の女性。腰痛を主訴に来院した。初診時、右乳房に潰傷を伴う腫噛を認めた。針生検で浸

潤性乳管癌と診断された。エストロケン受容体陰性、プロゲステロン受容体陰性、ハーセプテス

ト０であった。身長167cm、体重50kg。２経妊、２出産、０流産。骨シンチグラフイ写真と胸椎

身長160cm､体重65kg･胆嚢結石症に対して腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した｡手術

麻酔時間は３時間、麻酔中に8001110の輪液が行われ、尿量は3001,1,であった。合併

２３５３歳の女性。

時間は２時間、

疾患はない。

MRI写真を示す。

術後に行う1愉液組成と術後24時間の輪液量として適切なのはどれか。

正しいのはどれか。ぶどう糖(％） 輪液量(↑"/day）

1,000

2,000

1,000

２’000

2,000

Ｋ(mEq/‘） Ｃｌ(mEq/‘）

１５４

１０９

１０９

３５

３５

Ｎａ(ｍＥｑＭ）

Ｏ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

昭
昭
昭
昭
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ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
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次の文を読み、２７～29の問いに答えよ。

５０歳の男性。左上背部痛を主訴に来院した。喫煙20本/日を30年間。OEA20ng/１１１０（基準5以下)。ア

スベスト曝露雁はない。胸部レントケン写真と胸部造影ＣＴとを示す。

２５生後２時間の女児。在胎週数39週、出生体重2,9009．分娩が遷延し、アプガースコア１分値２

点、５分値５点であった。多呼吸、全身蒼白で経過し、下肢のペダルこぎ様の連動が出現した。

以下の記載で正しいのはどれか。

ａ微細発作の一つと考えられる。

ｂ新生児であるため、抗けいれん薬は投与しない方がよい。

ｃ熱性けいれんの可能性が高いため、直ちに体温を測定する。

ｄ後遺症として脳室周囲白質軟化症に注意しなければならない。

ｅ低出生休正のため、けいれんの原閃は、低血糖である可能性が高い。

２８診断として最も考えられるのはどれか。

ａ肺炎

ｂ肺癌

ｃ胸腺皿

ｄ胸膜中皮腫

ｅ悪性リンパllim

可,錘蝿２７診断を確定するために最も有用な検査はどれか。

ａ熔疾細菌検査

ｂ気管支鏡検査

ｃ肺動脈造影

ｄ縦隔鏡検査

ｅ血液ガス分析

申函鐸些一△2'■

屯,=ふ

患些罷

郭司
～

癖Bｰ掴一
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毎
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２６７２歳の男性。肝転移を伴う大腸癌で入院中であるｏ昨日より四肢に紫斑が出現するようになった。

､.

２９他にみられるのはどれか。

ａホルネル症候群

ｂ呼吸困難

ｃ顔面浮腫

ｄ腹声

ｅ嘘下困難

病態を反映する検査所見はどれか。２つ選べ。

ａＰＴ延長

ｂＴＴ増加

ｃ血小板増加

dD-djmer減少

eFjbrmogen減少

'‘,’,‘ず‐． ！‘製！

｜:型龍

寧
設

胸部レントゲン写真

胸部造影CＴ

－５０６－２２－－５０６－２１－



３２２５歳の女性。視力低下を主訴に来院した。視力は両眼とも0.04（1.0×-10.00,）であった。この

患者に対し、近視矯正手術を施行した。手術後の右眼写真を示す。左眼も同様の所見である｡

静
凶

３０３５歳の男性。作業中に誤って裁断機に指をはさみ右第１．２指を完全切断し、直ちに病院を受

診した。初診時には患部の出血は圧迫によって止まっている。切断指は比較的汚染されずに回収

されている。切断指の再接着手術を計画し手術室に緊急手術の申し込みをした。

３３５２歳の男性。小児期より足底に色素斑あり放置していたｏ

した。写真を示す。

3か月前より拡大してきたため来院

その疾患について誤っているのはどれか。

ａ遠隔転移を起こしやすい。

ｂ皮間以外からも発症する。

ｃ日本人では掌脈に発症しやすい。

ｄ爪の黒色線条として発症することがある。

ｅ皮間生検による組織学的診断を行うことが多いｃ

切断指再接着手術時までの手指の保存について最も妥当な方法はどれか。

ａ乾燥したガーゼにくるんでビニール袋に入れる。

ｂ少し湿らせたガーゼにくるんでビニール袋に入れ、３７℃の湯で温める。

ｃ少し湿らせたガーゼにくるんでビニール袋に入れ、周囲を氷水で冷やす。

ｄ生理食塩水の中に浸して、周囲を氷で冷やす。

ｅ消毒液に浸して、周囲を氷で冷やす。

３１身長170ｃｍの患者に挿入されている経鼻胃栄斐チューブは、

れているか。

ａ６０ｃｍ

ｂ７０cｍ

ｃ８０Ｃｍ

ｄ９０ｃｍ

ｅｌＯＯｃｍ

般的に鼻入口部より何ｃｍ挿入さ

『

３４全身麻酔施行時、シリンジポンプで持続投与するのはどれかＣ

ａ レ ミフェンタニル

ｂ臭化ベクロニウム

ｃフェンタニル

ｄ塩酸モルヒネ

ｅエフェドリン

術式はどれか。

ａ全層角膜移植術（PIP）

ｂ超音波乳化吸引術（PEA）

ｃ有水晶体眼内レンズ挿入術（ICL）

ｄレーザー角膜内切削形成術（LASIK）

ｅレーザー屈折嬬正角膜切除術（PRK）

－５０６－２３－
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手術後の右眼写真

－５０６－２４－



大腸内視鏡検査

【、

６５歳の女性。右季肋部痛を認め、急性胆のう炎の診断で入院の上加療を受けていた。１週間後症

状の改善を認め食事開始となったが、この後20行/日以上の水様性下痢、腹痛を認めた。身体所

見：腹部は平坦・軟・圧痛なし。グル音の冗進を認める。血液所見：白血球１１』000、赤血球360万、

Hｂ１２．８９/伽、Ｔ･Ｐ５８ｇ/“、ＧＯＴｌ５Ｕ/､、ＧＰＴ２４Ｕ/'、ＡＬＰ３１５Ｕ/'、γＧＴＰ２４Ｕ/'、ＣＲＰ0.68mg/“・

止痢薬の投与にても改善がなく、稲査目的で行った大腸内視鏡検査を示す。

３５９歳の男性。

既往歴：なし

経過：1981年検診で蛋白尿を指摘される。

1986年腎生検で膜性増殖性腎炎の診断。

1989年血液透析導入となる。

1990年妻をドナーとした生体腎移植術施行。

術後、免疫抑制薬はプレドニゾロン、シクロフオスファミド、シクロスポリンを

使用｡

術後経過は良好で血清クレアチニン値1.3mg/城前後で推移していた。

2003年肉眼的血尿を自覚したため精査目的で入院となる。

入院時身体所見：身長165cm、体重609kg、体温36.2℃、血圧142/72mmHg,脈拍数92/rnjn

眼球結膜：貧血なし、腹部：平坦軟

入院時検査所見：

［血液学検査］［生化学］［尿検査］［尿細胞診］

WBC6,400/“AST18U/'比重1.002Class5

RBC373×１０４/“ＡＬＴ２５Ｕ/、ｐＨ６．５［腹部造影CTを示す］

ＨｂｌＬ４ｇ/〃ＡＬＰｌ５０Ｕ/０糖/蛋白定量一/2＋勝耽後壁に広基性の
（基準値5～40）Ｈｔ34.6％潜血３十腫傷あり

ｐｌｔ１４．８×１０４//ｕｌＴ－ＢｉｌＯ５ｍｇ/〃
ＬＤＨ３９０ｍｇ/〃

（基準値１１９～229）

ＴＰ６．１９/伽

Ａｌｂ３，４９/ｄｌ

ＢＵＮ２１１ｎｇ/伽

Ｃ1.１．２３ｍｇ/伽

Ｎａｌ４１ｍＥｑ/＠

Ｋ４．０mEq/‘

ＣＲＰ０．１５ｍｇ/〃２正常胎児の腰帯動脈血ｐＨはどれか。

ａ７．４０

ｂ７．３５

ｃ７．２５

．７．２０

ｅ７．０５

治療として正しいのはどれか。

ａイソニアジド

ｂアンピシリン

ｃ プ レ ド ニ ゾ ロ ン
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ｅ塩酸バンコマイシン
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刃

ｄＦ
ｑ

じん肺の合併症と認められない疾患はどれか。２つ選べ。

ａ原発性肺がん

ｂ胸膜斑（プラーク）

ｃ結核性胸膜炎

ｄ続発性気管支炎

ｅ問質性肺炎

適切な対応はどれか。

ａ経過観察

ｂ抗菌薬投与

ｃ移植腎摘出術

ｄ経尿道的勝眺腫傷切除（TUR-Bt）

ｅ経尿道的前立腺切除術（TUR-P）

４

５７０歳の男性。１週間前の起床時に右眼の蓋明を自覚し、近医眼科で結膜炎の診断をうけた。その

後差明は軽快せず、夜間に右側の耳鳴りを自覚するようになった。脳神経外科を受診し、脳血管造

影検査を行った。右外頚動脈撮影正面像を示す。

この疾患について正しいものはどれか。２つ選べ。

ａ中年以降の男性に多い。

ｂ出血、梗塞は稀である。

ｃ複視は稀である。

ｄ自然治癒は稀ではない。

ｅ治療は開頭手術である。

戸

ー、

。

『

】
』

偽
〔ず

毒日

Ｎ

可

右外頚動脈撮影正面像
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心エコー図

『

６６８歳の女性◎以前より弁膜症を指摘されていたが、日常生活に不自由を感じなかったため、放置

していた。昨日旅行から帰った時より勤惇を自覚していた。今朝右半身の脱力を自覚し、救急外来

７５３歳の男性。４時間持続する前胸部痛のために搬入された。

現病歴：ｌか月前から駅の階段を上がった際に前胸部絞掘感を自覚し、安静にすると消失するの

で放置していた。本日、早朝に前胸部絞拒感で覚醒した。しばらく我慢していたが次第

に増強してきた。

既往歴：５年前から高血圧で降圧薬を服用している。

現症：意識清明。身長164cm、体重75kg、腹囲87cm、血圧152/78mmHg，脈拍数50/分、呼吸音

に異常はなく、腹部は平坦、肝牌腫大なし、四肢に浮腫を認めない。

検査所見：白血球10,400、血小板１６万、ＡＳＴ７８１１Ｗ、ＡＬＴ９８１Ｕ/２，ＣＰＫｌ,200ｍ/‘、CK-MB

1241U/‘（基準2511Ｗ未満)、トロポニンT陽性。

以下に来院時の心電図（心電図ｌ）を示す。直ちに冠動脈造影を行い、カテーテル治療中に心電

を受診した。心エコー図を示す。
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図２を認め、突然、意識を消失し、脈拍は触知不能となった。
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胸部の聴診をする際に部位と使用聴診器の正しい組み合わせはどれか。

ａ胸骨右縁第２肋間一一一一一一一一一一一一膜型で聴診

ｂ胸骨左縁第４肋間一一一一一一一一一一一一ベル型で聴診

ｃ胸骨左縁第４肋間一一一一一一一一一一一一膜型で聴診

ｄ心尖部一一一一一一一一一一一一一一一一一ベル型

ｅ心尖部一一一一一一一一一一一一一一一一一膜剛
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『

８２２歳の女性。子宮頚癌検診の細胞像を示す。治療方針はどれか。

ａ経過観察

ｂ子宮膳部円錐切除術

ｃ単純子宮全摘出術

ｄ抗真菌薬投与

ｅエストロケン睦錠の投与
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心電図２
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直ちに行う処置はどれか。

ａ大動脈内バルーンパンピング

ｂ血栓溶解療法

ｃ冠動脈形成術

ｄ電気的除細動

ｅ一時的ペースメーカー
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９６７歳の男性。昨日の夕食後より右上腹部痛が出現。本日38℃の発熱を認め、痛みも増強したため １０２８歳の女性。経催超音波断層

法による子宮の所見を示す。 厩 E冒雰

来院した。腹部超音波検査を示す。

最も考えられる疾患はどれか。

ａ胆獲癌

ｂ肝膿傷

ｃ肝細胞癌

ｄ急性胆嚢炎

ｅ胆嚢腺筋腫症

．＝Ｕご 〃 ＆ Ｕ ｄ

，Ｈユユ６：薄６
＝_蕊LＥ

経腫超音波断層法による子宮の所見

温表
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雨

Ｆ
Ｌ

１１６０歳の男性。６か月前より疲労感と体重減少とを自覚したが放置していた。２日前に尿が赤い

ことに気付き近医を受診し、腹部超音波検査にて右腎に径10cmを越える充実性腫傷を認めたため

精査I-l的で紹介受診となった。尿沈直：白血球1-3/ｌ視野、赤血球多数/１視野。単純OT、および

造影CT検査を示す。

この検査が行われたと推定されるのは基礎体温上、どの時期に相当するか。
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単純CT画像

一弓

対応として正しいのはどれか。

ａ経過観察

ｂ腎動脈塞栓術

ｃ単純腎摘除術

ｄ根治的腎摘除術

ｅ腎尿管全摘勝眺部分切除術
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次の文を読み、１３～１４の問いに答えよ。

６８歳の男性。昨日尿管癌の手術を腹腔鏡下で施行した。本日トイレ歩行を開始したとき意識消失し

た。意識はJCS300、呼吸は認めず、頚動脈も触知しなかった。そのときのモニター心電図を図ｌに

示す。

１２５６歳の女性。２か月前より歩行時に左側にふらつくようになり、

頭部MRIＴ２強調画像を示す。

徐々に悪化したため来院した。

右半身（病変と反対側）の症状として睡もみられやすいのはどれか。

ａ聴力障害

ｂ小脳失調

ｃ顔面の触覚障害

ｄ上肢の痛覚障害

ｅ末梢性の顔面神経麻涯

頭部ＭＲｌＴ２強調画像

淵隣

、

図１モニター心電図

１３処置として誤っているのはどれか。

ａ胸骨圧迫

ｂ気管抑管

ｃ静脈路確保

ｄ電気的除細動

ｅエピネフリン静注

－５０７－１３－ －５０７－１４－
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１５７１歳の男‘性。咳吸と血疾を主訴に来院した。

H-E染色標本を示す。

右肺上葉気管支入口部より採取された生検検体のｌ４この患者は心拍再開が得られたが、このときの心電図を図２に示す。

診断に最も適した検査はどれか。

ａ脳波

ｂ頭部ＣＴ

Ｃ頭部ＭＲＪ

ｄ胸部造影CＴ

ｅ肺血流シンチグラフイ－

この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ男性に多い。

ｂ末梢肺野に好発する。

ｃ喫煙との関係は乏しい。

ｄ抗癌化学療法薬に低感受性である。

ｅ抗利尿ホルモン不適切分泌症候群（SIADH）を合併することある。
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『

１６神経学的診察法について正しいのはどれか。

ａ眼底を観察するときは、患者の眼と験者の同側の眼を使用する。

ｂ眼球の幅撰を観察するときには、手指を患者の顔面に接触するまで近づける。

ｃ三叉神経（感覚）を検査するとき、後頭部の皮間も検査する。

ｄ顔面神経の検査の時には、咳筋の評価も行う。

ｅ患者の右の胸鎖乳突筋を検査する場合、頚部を右に回旋させる。

１７拡散強調画像で高信号を呈する疾患はどれか。

ａ多発性硬化症

ｂ片頭痛

c脳出血

．ジストニア

ｅ脳膿傷

１８骨髄穿刺について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ骨髄液は0.51,,4程度吸引するのがよい。

ｂ骨髄液の塗末標本をヘマトキシリン・エオジン染色し、骨髄像を判読する。

ｃ吸引不能（d工yt叩）のときは、原因精査のため同部位から骨髄生検する。

d骨髄の正常な有核細胞数は､1~2万/“である｡

ｅ骨髄巨核球数は、フックス・ローゼンタール血算盤でカウントする。

－５０７－１７－

【

１９５４歳の男性。乾性咳鰍を主訴に来院した。半年前より乾性咳蹴を認め、２か月前より労作時に

呼吸困雌も自覚するようになった。近医で胸部エックス線検査を受けたところ異常陰影を指摘さ

れ、梢査・加療目的にて当院を紹介されて来院した。

両側下肺野で細かい断続性ラ音を聴取。ばち指を認めた。

胸部単純CTを示す。

この患者に気管支内視鏡検査を行い、経気管支肺生検を行った。

胸部単純CＴ

－５０７－］８－
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『

２０自己血糖測定器について正しいのはどれか。

ａ血清を使用する。

ｂ静脈血を使用する。

ｃ血液量は5,,,0必要である。

ｄ穿刺部は必ず消毒する。

ｅ腹壁を穿刺部として血液を採取する。

使用する鮒子はどれか。

Ｆ
巳

－５０７－２０－

２１５９歳の女性。８年前に詳細不明ながら心臓の手術を受けている。

２週前から38℃台の発熱と咳蝋、|塔疾を認めたため来院した。頭痛や腹痛、下痢や順吐はない｡

当院受診時に血液培養を施行したところグラム陽性球菌を認めた。胸部聴診上胸骨左縁策３肋間に

LevmeⅢ度の収縮期雑音を聴取した。当院受診時の胸部エックス線写真を下に示す。

．

まず行うべき検査はどれか。

ａ胸部CT検査

ｂ心|職カテーテル検査

ｃ心臓超音波検査

ｄ胃液培養検査

ｅ髄液検査

9Ｙｏ０
－－〆

－５０７－１９－

ｒ

当院受診時の胸部エックス線写真
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この疾患について正しいのはどれか。

ａ部分切除生検を行う。

ｂ述隔転移することはない。

ｃ放射線治療が第一選択である。

ｄ手術的治療と化学療法が有効性が高い。

ｅ軟膏治療が奏効する。

「Ｆ
Ｅ
、

２５梅蔀生物学的偽陽性反応（biologicalfalsepositive）を示す疾患はどれか。

ａ肝硬 変

ｂ心筋梗塞

ｃ抗リン脂質抗体症候群

ｄⅡ型糖尿病

ｅ後天性免疫不全症候群

２２５０歳の男性。Ｓ状結腸癌に対して手術を施行した。病理組織検査では、摘出リンパ節20個中、

腸管傍リンパ節に転移を１個認めた。遠隔転移や腹膜播種は認めなかった。術前の大腸内視鏡写

真を示す。

４

ｒ
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日声
や
軸

』 ２６５７歳の女性。約２年前より右母111:の爪が黒く変色していることに気づいた。放世していたが

徐々に拡大して爪以外の皮府部にまで広がったために外来受診した。初診時の現症を示す。
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初診時の現症

大腸内視鏡写真

診断と標準治療の正しい組み合わせはどれか。

ａ早期Ｓ状結腸癌一一一一腹腔鏡下Ｓ状結腸切除術一一一術後化学放射線療法

ｂ早期Ｓ状結腸癌一一一一開腹Ｓ状結腸切除術一一一一一術後化学療法

ｃ進行Ｓ状結腸癌一一一一腹腔鏡下Ｓ状結腸切除術一一一術後化学放射線療法

ｄ進行Ｓ状結腸癌一一一一開腹Ｓ状結腸切除術一一一一一術後化学療法

ｅ進行Ｓ状結腸癌一一一一開腹Ｓ状結腸切除術一一一一一術後化学放射線療法

－５０７－２１－

２３生後ｌか月の母乳栄養児。出生体重は3,lOOgo母乳不足が考えられるのはどれか。

ａ体亜4,2009

ｂ授乳後すぐに就眠する。

ｃ便が柔らかく回数が多い。

ｄ１回の授乳に40分ほどかかる。

ｅ３時間おきに母乳をほしがる。

２４小児の診察について正しいのはどれか。

ａまず頭頚部の診察で、口腔内を診察する。

ｂ腹部の診察で、触診は聴診よりも先に行うべきである。

ｃちじれた毛髪をみたら、フェニルケトン尿症を鑑別すべきである。

ｄ胸部の聴診で、rhonchiはwheezeよりも高い音として聴取される呼吸音である。

ｅ腹部の診察で、オリーブ様腫獅を触れたら肥厚性幽門狭窄症を鑑別すべきであオリーブ様腫獅を触れたら肥厚性幽門狭窄症を鑑別すべきである。

－５０７－２２－



【詞

３０①48歳の女性。めまいを主訴に来院した。今までに、めまいと耳鳴りを３回起こしている。今

回、２日前から右耳鳴りを自覚し、右耳の閉塞感も認める。今朝から突然回転性めまい・順

吐を認め来院した。神経症状は認めない。

②65歳の男性。起床時に起き上がったり、右下頭位にすると回転性めまいがするという。めまい

は20秒程度でおさまるが､頭位変換の度に起こる。耳鳴り、難聴などの自覚症状はない。また、

神経症状も認めない。

③70歳の男性。以前より右難聴を認めており、ふらつきを自覚している。最近めまいがひどくな

り、舌のしびれ、顔面の知覚異常を訴えて来院した。頭部MRI検査で右小脳橋角部に腫癌性病

変を認めた。

次の文を読み、２７～29の問いに答えよ。

２５歳の男性。歩行中に突然の胸痛を発症し、次第に呼吸困難を生じたため搬入された。不穏状態で

ある。呼吸数38/分。脈拍120/分、整。血圧93/62mmHg･胸部エックス線写真を示す。
。,坪誤』

２７診断はどれかＣ

ａ肺瓶

ｂ奇形Iｍ

ｃ緊張性気胸

ｄ肺炎

ｅ膿胸

３１８３歳の女性。顔面の皮疹と発熱を主訴に来院した。２日前から悪寒とともに左顔面に発疹が出

現し拡大してきた。

体温39℃、赤血球400万、白血球13,000、ORP3.9mg/伽。顔面の写真を示す。

露
騨
一
口
雪
】
咽
Ｕ
ｄ
ｐ

顔面の写真

､．
ま

①、②、③で最も起る可能性がある眼振所見はどれか。

ａ①水平性②純回旋性③水平回旋混合性

ｂ①純回旋性②水平回旋混合性③注視方向性

ｃ①水平性②水平回旋混合性③垂直枠

。①水平回旋混合性②純回旋性③注視方向性

ｅ①垂直性②純回旋性③水平回旋混合性

2８まず行うのはどれか。

ａ胸腔ドレーン挿入

ｂ鎮静薬投与

ｃ昇圧薬投与

ｄ緊急手術

ｅ人工呼吸

■
守
宮

『

障

睡

』

－５０７－２４－

、

胸部エックス線写真

２９本疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ身長の低い人に多い。

bBMI20前後の人に多い｡

ｃ再発例では手術適応となる。

ｄ手術は開胸下に行うのが一般的である。

ｅ術後の再発率は40～50％である。

－５０７－２３－

第１選択薬はどれか。

ａ抗菌薬

ｂ抗真菌薬

ｃ免疫抑制薬

ｄ副腎皮質ステロイド薬

ｅ非ステロイド性抗炎症薬

＃



ｈ

『

３３７８歳の女性。視力低下を主訴に来院した。白内障を認め、手術を施行した。手術後の写真をａ

からｅに示す。

72歳の男性。腰痛を主訴に来院した。

現病歴：一週間前より腰痛出現。自宅にて安静にしていたが増悪し、癖痛のため寝返りがうてな

くなった。

既往歴：５２歳時より高血圧を指摘され、内服加療中。７０歳時に前立腺癌に対し、前立腺全摘術。

家族歴：特記すべきことは無い。

現症：身長162cm、体重55kg・呼吸数28回。脈拍80/分、整。血圧152/75mmHg･心音と呼吸音に

異常を認めない。腹部は平坦、軟、肝・牌を触知しない。第二腰椎上に圧痛・叩打痛を

認める。下肢筋力･知覚に低下を認めない｡両下肢深部|他反射に軽度の低下を認める｡

検査所見：血液所見：赤血球374万、Ｈｂｌ１．６９/伽、Ｈt34.9％、白血球9,300、血小板26.9万。

血消生化学所見：ＢＵＮ２１mg/伽､Ｃr0.49mg/､ＡＳＴ３７１Ｕ/､､ALT33IU/2､LDHl531U/２

（基準値120～240)、ALP5041U/、（基準値115～359)、ＣＲＰ0.55皿/〃。

ＥＪｇ

正しいのはどれか。
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必要でない検査はどれか。

ａ血清PSA検査

ｂ動脈血ガス分析

ｃ骨シンチグラフイ一

．腰椎磁気共鳴映像（MRI）

ｅ腰椎単純エックス線検査



Ｆ
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上肢血圧の測定方法について誤っているのはどれか。

ａ原則的に触診法から行う。

ｂマンシェットは指が１～２本入る程度の余裕をもたせる。

ｃマンシェットは肘商をすべておおうように巻く。

dKorotkoff音が聞こえ始めるまで、水銀柱を２]mmHg/秒ずつ下げる。

eKorotkoff音が聞こえ始めたら、水銀柱を２mmHg/ｌ心拍ずつ下げる。

3４

－５０７－２７－
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『

次の文を読み３～５の問いに答えよ。

図は、現在一般病棟で用いられている温度板の一部である。

６８歳の男性。左中大脳動脈領域のアテローム性脳血栓症にて他院へ入院。当初、神経学的には、

意識レベルJCSⅡ一10と右片麻陣を認めた。ｌか月後、当院へリハビリテーション目的で転院した。

神経学的所見として、ブローカ失語､軽度の右片麻鹿､重度の表在･深部感覚障害を認めた｡

Ｎ⑤‐

Ａ

１５０１４０

恥

顧熊
姓斬 殿

この症例に対して、担当医が依頼しない峨種はどれか。

ａ理学療法士

ｂ作業療法士

ｃ言語聴覚士

ｄ臨床工学技士

ｅ医療ソーシャルワーカー

鳶人陵

叩 ノ １ １ １

弓

5０８－１－

風

7０

「

ｒ
Ｌ

印
卵
⑩
功
詞
加

12

噸

一一

130鋤

１１０塊

”３７

公仔<覇

２５６歳の男性◎半年前から右下肢の違和感を感じ、最近は階段を下りるときに手すりにつかまるよ

うになった。平地での歩行はできるが、会社の出張で少し長い距離を歩いたときに、同僚のスピー

ドについていけなかった。とても疲れた後には右のふくらはぎが痛くはないのに小さくぴくぴくと

けいれんすることがあった。先日自動車を運転中にアクセルを踏もうと足を伸ばしたとたん、足先

ががくがくと揺れてしまい、あわてて左足で操作し、車を停車させなければならなかった。

可 一 Ｆ ？

この症例の神経障害はどれか。

ａ深部感覚障害

ｂ錐体路障害

ｃ自律神経障害

ｄ 小 脳 障 害

ｅ錐体外路障害

目Ｃ

－５０８－２－



肝機能．腎機能などのl臓器機能は良好に保たれている。２０歳から１日20本の喫煙歴がある。

「

戸
哩

６６５歳の男性。胸部異常陰影精査・加療のために紹介され来院した。３か月前から咳蹴、熔疾が増

悪し、近医を受診したところ、胸部異常陰影を指摘された。胸部CTで右上葉に長径36ｍｍの腫揃影

と同側に少量の胸水を認める。気管支内視鏡検査で腫癌影は腺癌であることが判明し、胸腔穿刺で

も腺癌が検出された。その他の全身検索では転移は認められなかった。PerfoImancestatusは０，

３区画Ａで、グラフ化されているデータが３つあるｃ

正しい組み合わせはどれか。

脈拍数ａ体温

ｂ体温

ｃ体温

ｄ呼吸数

ｅ呼吸数

圧
数
量
量
雌

吸

血
呼
尿
尿
尿

－５０８－３－

５温度板記赦に関して誤っているのはどれか。

ａ血液検査値は、重要な項目は、正常施囲であっても記城する。

ｂ「DNR」と記赦されている場合、患者の蘇生術はおこなわない。

ｃ「PClOU」という記載は、凍結血蕊１０単位を輸注という意味である｡

．化学療法を行っている患者の「D8yl」は、化学療法を開始した日を意味する。

ｅ自己末梢血幹細胞移植を行っている患者の｢D8yO」は、幹細胞を患者に戻した日を意味する。

･脈拍数

－５０８－４－

４使川中の抗がん薬の種類、量、使用期間の情報を記『|晩する区画はどこか。

ａ区画Ａ

ｂ区画Ｂ

ｃ 区 画 Ｃ

ｄ区画Ｄ

ｅ区画Ｅ

呼吸数

血圧

脈拍数

毎
Ｌ

ａ手術

ｂ免疫療法

ｃ化学療法

ｄ放射線療法

ｅ化学放射線療法

治療法として適切なのはどれか。



【、

７５８歳の男性｡以前より健診にて、脂肪肝、高コレステロール血症を指摘されていたが放置していた。

健診にて、食後血糖の高値を指摘されて来院した。

身長167cm、体重68k９．１年前に禁煙して以来、体重が２kg増加した。

自覚症状は特にない。

家族歴では父親が糖尿病である。

糖尿病の診断のため､759経口ﾌﾞドｳ糖負荷試験を行った｡

負荷前血糖１０８mg/〃、負荷後2時間血糖154mg/(Mであった。

正しい判定はどれか。

ａ正常型

ｂ境界型

ｃ糖尿病型

ｄｌ型糖尿病

ｅ二次性糖尿病

－５０８－５－

Ｆ可

＆

次の文を読み、８～９の問いに答えよ。

２４歳の女性。左下腿の腫張と痔痛を主訴に来院。

現病歴：１６歳時に全身性エリテマトーデスと診断された。ステロイド治療により病状は落ち着き、

１８歳以降はステロイドを内服していない。時々、片頭痛に悩まされている。

１週間前から、左脚の膝から下が赤黒く腫れて痛いため受診した。患者は、「ふくらはぎ

が、歩いたときや、挑んだときに特に痛い」と話していた。

既往歴と家族歴：特記事項なし。

生活歴：喫煙歴なし､飲酒歴なし。

入院時現症：意識清明。身長172cm、体重75kg・体温36.6℃･血圧122/80mmHg，脈拍8８（整)。眼

臓結膜：貧血なし、眼球結膜：黄痘なし。蝶型紅斑を認める。呼吸音と心音は正常。

肝牌腫なし。関節所見なし。左下腿前腔骨部を圧迫すると圧痕が残り､触診では熱感

が認められた。表在静脈の怒張と蛇行は認められなかった。

入院時検査所見：尿検査：蛋白（＋/一)、潜血(－)。血液検査：赤沈１０mm/1時間値。赤血球465万、

ヘモグロビン14.29/〃、ヘマトクリット42.1％、白血球5,200、血小板14万。凝固

検査：プロトロンビン時間１０．３秒（基準１０～１３秒)、活性部分トロンピン時間５４

秒(基準２５～40秒)。血清生化学検査：総蛋白７．１９/〃、アルブミン4.19/仏クレ

アチニン0,81mg/〃、ＣＫ４７（基準３２~180）単位。ＣＲＰ0.03mg/〃、ＣＨ５０３１Ｕ/1Ｉｌｌ

（基準値30～40)、抗核抗体160倍（Homogenous）（基準４０倍未満)、抗DNA抗体

１６（基準値7以下)。左膝嵩の血管エコーでは、膝街静脈内に高エコー信号の椛造

物を認め､血流は途絶えていた。胸部造影CTを示す。

胸部造影CＴ

－５０８－６－



１１４２歳の女性。左頚部腫癌を主訴に来院した。甲状腺左葉に４×３ｃｍの充実性腫傷を認め、穿刺

吸引細胞診にて甲状腺乳頭癌と診断された。左頚部には皿大したリンパ節を複数認める。合併症

はなく、全身状態は良好である。術前の胸部単純エックス線写真と胸部CT写真を示す。

「

Ｆ
Ｌ

１０６５歳の男性。２か月前から食物のつかえる感じを覚え、次第に増悪してきたため来院した。入

院後、根治手術を予定した。上門歯列から30cmの食道内視鏡写真を示す。

８本症例で誤っているのはどれか。

aHoman1ssignが陽‘性である。

ｂループス抗凝血素が陽性となる。

ｃ胸部CTで胸水が認められる。

ｄ胸部CTで上行大動脈内に造影欠損を認める。

ｅ肺血流シンチグラムで右肺に欠損像が見られるｃ

正しいのはどれか。

ａ手術は左開胸で行われる。

ｂ切除後の再建経路として、後縦隔経路が最短

である。

ｃ腹部リンパ節への転移は省略してよい。

ｄリンパ節郭清の目的で反回神経を合併切除す

ることが多い。

ｅ切除後の再建臓器として、結腸が用いられる

ことが最も多い。

ZOO8/ｏＷＺｂ

::蝋
1ｍ：１盃．

』 可

？､
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制らhG‐”

本疾患で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ且uorescenttreponem乱antibody-8bsorptlon（FTA-ABS）法が陽惟

bneponemap血dumhemagglutination（TPHA）法が陽性になる。

６
勘

凸

法が陽’性になる。 ⑱
＆■

世

crapidplasmareagin（RPR）法が陽性になる。

ｄ再発予防にステロイド薬が有効であるＣ

ｅ習慣性流産をきたすリスクが高い。

鴎‘： 『
食道内視鏡写真

Ｆ
匙

－５０８－８－

LEmr4q

:18淵0ズ

－５０８－７－

1.25ｍｍ

120.00ＫＶ
１ＦｉＲｎｎｍｌｇＩ

治療方針として正しいのはどれか。

ａ甲状腺全摘除術と術後化学療法

ｂ甲状腺全摘除術と肺部分切除術

ｃ甲状腺左葉切除術と術後化学療法

ｄ甲状腺全摘除術と頚部リンパ節郭清

ｅ甲状腺左葉切除術と頚部リンパ節郭清

胸部単純エックス線写真

､２５ｍｍ

20.00ＫＶ 50..,仲.
．岳㎡EpdJ』▲

弓和幸五弓聾■
、、

胸部CT写真



１４１１交合異常がみられないのはどれか。

ａ下顎骨体部骨折

ｂ上顎骨骨折

ｃ眼間底骨折

dLeFortⅢ型骨折

ｅ歯槽骨骨折

f零零､、

L』

１６２３歳の女性。ピアス部に写真のような皮疹が出現した。

a皮内試験

ｂ貼布試験

cTzank試験

ｄ股少紅斑量試験

ｅリンパ球刺激試験

行うべき検査はどれか。１２小児の水分や栄養評価で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ摂取水分量は、飲水量と代謝水で評価する。

ｂ人工乳と母乳のカロリーは食品交換表上の１単位である。

ｃ１歳までの摂取カロリーは、体重当り１００～120kcal/日で評価する。

ｄ必要摂取カロリーは、食事摂取基準（2005年版）で体重により決定する。

ｅ離乳食は５～６か月より開始し、口腔機能の発達にも欠かせないものである。

１８３０歳の女性。２週前から軽い頭痛と耳鳴りとを認め、徐々に両眼の視力が低下し来院した。錨

正視力は右眼（0.3)、左眼（0.1）であった。左眼の眼底写真を示す。右眼も同様の所見であった。

－５０８－１０－

１３３０歳の女性。血液検査の結果を示す。

動脈血ｐＨ7.32、PCO228mmHg、HCO514mEq/２

静脈血Nal33mEq/’、K58mEq/０，Cl97mEq/IBUNl30mg/“or１１．４ｍｇ/伽
』。ま

正しいのはどれか。

ａ腎性代償がある呼吸性アシドーシスである。

ｂ腎性代償のない呼吸性アシドーシスである。

ｃ呼吸性代償がある代謝性アシドーシスである。

ｄ呼吸性代償のない代謝性アシドーシスである。

ｅ正amongapの代謝性アシドーシスである。

１７複合性局所癖痛症候群の診断基準にないのはどれか。

ａ皮府・爪・毛の萎縮性変化

ｂ発汗の冗進または低下

ｃ不釣合いな底痛

．浮腫

ｅ両側 性

「
住
Ｐ
Ｃ

－５０８－９－

診断はどれか。

ａ糖尿病網膜症

ｂ虚血性視神経症

ｃサルコイドーシス

dVogt-小柳-原田病

ｅ網膜中心動脈閉塞症

１５７３歳の男性。１年前より嘆声があったが放設しており、受診時には進行した喉頭癌であった。

治療として喉頭全摘術を行った。

日常生活に復帰する前に伝えることはどれか。

ａ水分で誤唯しやすい。

ｂ入浴は不可能である。

ｃ身体障害３級に該当する。

ｄ食道発声が唯一の代用発声法である。

ｅ気管切開孔は術後６か月で閉鎖できる。 左眼の眼底写真



『

１９３６歳の男性。健康診断で肝機能障害を指摘され来院。腹部は平坦、軟で肝牌触知せず。腹部超

音波検査では肝辺縁は鈍、肝表面平滑であり、占拠性病変および牌腫は認められなかった。ＨＢＳ抗

原陰性、HCV抗体陽性、ＨＣＶRNA定量３６０mU/伽‘（基準0.5未満)、セロタイプグループｌ･抗核

抗体陰性、抗ミトコンドリア抗体陰性。

最も適切な治療はどれか。

ａラミブジンとインターフェロン

ｂプレドニンとインターフェロン

ｃサイクロスポリンとグリチルリチン製薬

ｄラミブジンとグリチルリチン製薬

ｅリバビリンとインターフェロン

20婦人科診察において正しいのはどれか｡

ａ視診は双合診の後に行う。

ｂ陸鏡診は外陰部に異常がなければ行わない。

ｃ双合診にて正常な子宮は鶏卵大である。

ｄ直腸診では卵管の状態を確認する。

ｅ経l陸走査超音波法では勝I光を充満して行う。

２１６８歳の男性。頻尿を主訴に受診。直腸診で鶏卵大以上、弾性軟な前立腺を触知した。

PSA286ng/１１１２（基準4.0以下)、尿流測定では最大尿流量は１２．１１１１２/s、排尿時間も遷延し、残尿量

も１１０１１１０あった。国際前立腺症状スコアは20点、QOLスコアは４点であった。既往歴は特にない。

経直腸的前立腺超音波検査を示す。

治療として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ放射線療法

ｂ抗癌化学療法

ca-blocker投与

ｄ腹腔鏡下前立腺摘除術

ｅ経尿道的前立腺切除術

－５０８－１］－

経直腸的前立腺超音波所見

『

２２１０歳の男児。１週間前から頭痛、咽吐を繰り返すようになった。反応が鈍くなったため家族に

連れられ今日来院した。頭部ＭＲＩ（Ｔｌ強調造影画像）写真を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ血管芽腫

ｂ脳幹鯵腫

ｃ庇細 胞肱

。頭蓋'11,頭肱

ｅ下垂体腺脈

｢１．

).0０ ＪＵJIII1

頭部ＭＲｌ（Ｔ１強調造影画像）写真

２３５６歳の女性。３か月前から不正性器出血を認め、産婦人科を受診し、細胞診の結果classVの診断

をうけ精査加療目的にて来院した。初診時の子宮頚部の視診所見では、睦壁への浸潤を認めない

易出血性の隆起性病変を認めた。内診にて右の傍子宮組織浸潤は骨盤壁まで達し、左は傍子宮組

織浸潤を認めなかった｡隆起性病変からの生検組織では扇平上皮癌の診断であった。勝I光鏡所見

では勝眺浸潤はなく、尿路造影では右の軽度の水腎症を認めた。

この癌の最大のリスクファクターはどれか。

ａ飲酒

ｂ喫煙

ｃ肥 満

ｄ単純へルペスウイルス感染

ｅヒトパピローマウイルス感染

－５０８－１２－
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２７６０歳の男性。検診にて1.8cm大の平板状隆起性病変を認めた（図１、図２)。生検組；

分化型腺癌と診断された。内視鏡写真（左：通常観察、右：インジゴカルミン散布後）

生検組織学的には高次の文を読み24～26の問いに答えよ。

７８歳の男性。リウマチ熱の既往はない。１５年前より心雑音を指摘されていたが、無症状のため放置し

ていた。１年ほど前から労作時のみに生ずる胸痛を感ずるようになった。胸痛は安静にて２～３分で消

失した。ｌか月前から失神を時に起こし、息切れを感ずるようになった。心エコー図所見を示す。
治療方針として正しいのはどれか。

ａ内視鏡的粘膜切除術

ｂ腹腔鏡的胃切除術

ｃレーザー治療

ｄ放射 線療法

ｅ化学療法

鴛型。。

■

…:磯卑
、、若童

■

汐

i;も

叫
湧

蕊寧簿
一一一Ｌ－－Ｌ

PＦ

４

■悪

厄や
け

唱岸

左房

「

Ｆ
凶

津

ｂ

】

＝

ｎＢｗＥ，ａ

盃

－５０８－１３－

２６本症例に対して望ましい治療はどれか。

ａ静注強心薬

ｂβ遮断薬

ｃ大動脈弁置換術

．ニトログリセリン舌下投与

ｅ恒久式人工ペースメーカー植込術

心冠

心エコー図所見

２４本症例の身体所見に関し、正しいのはどれか。

ａ遅脈を認める。

ｂ速脈を認める。

ｃ奇脈を認める。

ｄ交互脈を認める。

ｅ二峰性脈を認める。

２５本症例に対して行うべきでない検査はどれかＣ

ａ胸部ＣＴ

ｂトレッドミル連動負荷心電図

ｃ頚動脈エコー

ｄ 心 音 図

ｅ冠動脈造影

－５０８－１４－

昼
図１通常観察 図２インジゴカルミン散布後
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３０７歳の男児。鉄棒から転落し右肘部に激痛を訴えて来院した。右肘部には変形、強い腫脹を認

める。来院時の単純エックス線写真正面及び側面像を示す。徒手整復、ギプス固定を受けたが、

２時間後肘部から手部にかけて強い痛みを訴え始めた。手部に感覚鈍麻を認め、指尖部には循環

障害を認める。

２８胎児心拍数陣痛図所見を示す。
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この状態を放置した際に生じる可能性がある障害はどれか。
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aDupuytren拘縮

ｂＶｏｌ]m1ann拘縮

cMadelung変形

dHeberden変形

ｅ三角筋機能不全
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胎児心拍数|嘩痛図所見

１

棚１

この症例に認められないのはどれか。

ａ幻聴

ｂ 被 害 妄 想

ｃ思考伝播

ｄ 思 考 奪 取

ｅ連合弛緩

壷
Ｉ

。

正しいのはどれか。

ａＣＳＴ（コントラクションストレステスト）陰性

ｂノンリアクディブNST（ノンストレステスト）

ｃ早発一過性徐脈

ｄ変動言凸性徐脈

ｅｊ唾発一過性徐脈

３
判

単純エックス線写真正面像

Ⅱ

『
Ｐ
込
鷺
臣

『１
宙

単純エックス線写真側面像

↓
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２９２２歳の男性。今年大学を卒業し、一流企業に就職した。入社後２か月ごろから、「周囲の人が自

分の悪口を言っている」と言うようになった。「上司や同僚が自分のことを見張っていて、影で批

評している」と感じるようになり、出社しても仕事に集中できなくなった。入社後３か月ごろから、

仕事を度々休むようになり、家中のカーテンや、雨戸を閉め切って生活するようになった。両親が

心配し、本人を連れて精神科へ受診となった。診察時、「上司がしょっちゅう家の前にきていて自

分の悪口を言っている。その上司の声が聞こえる」と盛んに訴え、「自分の考えていることが、周

りの人に知られている」と言っていた。しかし、話は脈絡がなく、まとまりを欠いていた。
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３１戦前のマッチ製造従事者の顎骨部のエックス線写真を示した。

この従事者は貧血を訴えていた。

33尿試験紙法検査においてｱｽｺﾙピﾝ酸の内服で偽陰性となることがあるのはどれか。

ａ蛋白

ｂ潜血

ｃケトン体

．ウロピリノーゲン

ｅ亜硝酸

この病理変化及び全身症状の原因となっている化学物質は何か。

●

ママ

黄リン

エーテル

ベンゼン

ベンジジン

ナフチルアミン

ａ
３
Ｄ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
ｅ

３４病理組織染色法について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａＨＥ（hemato河]jn-eosjn）染色は核を赤く細胞質を紫色に染め出す。

ｂＰＡＳ（periodicacid-Schjff）染色は糖質を赤紫色に染め出す。

cGrocott染色はアミロイドを樋赤色に染め出す。

ｄＥｖＧ（elastica-vanGieson）染色は血管・奨膜の同定に有用である。

ｅ免疫染色で、上皮性腫傷はcytokeratin陰性でvimentinが陽性を示す。

「
ケ
睡
画
写

ー~

渋

今後予想される症状を説明する場合に、

ａ胸痛

ｂ血疲

ｃ項声

ｄ心不全

ｅ突然死

顎骨部のエックス線写真

３２６５歳の男性。住民検診の胸部エックス線にて異常を指摘され来院した。胸部ＣＴを示す。

適切でないのはどれか。

－５０８－１７－ －５０８－１８－

Ｓｅｇ２

１ｍ：１２

７．５０mm

１２０．００ＫＶ－５０ｍｍ_一
３５１－００ｍ円ーｰニーｰ

胸部CＴ



Ｉ

ERCP画像の症例について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ陣掘である。

ｂ慢性雌炎である。

ｃ陣仮性嚢胞が認められる。

ｄ治療薬は、Gemcitabineである。

ｅ晩期合併症は、糖尿病と消化不良である。

２３２歳の女'性。精神科で処方されていたベンゾジアゼピン系薬を計約100錠内服した。内服時間は

不明。来院時意識はJCS300で、気道確保のため気管挿管を行った。

写真(1)(2X3)は中毒患者の処置に一般的に用いるものである。

０

(1)（２） (3)

(?唇
一
■

愛§

この患者の処置に用いるもの

ｆ

グ
『
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■

この患者の処置として正しいのはどれか。

ａ(3)を挿入し、(1)を注入

ｂ(3)を挿入し、同時に(1)を静注

Ｃ催吐させた後(3)を挿入し、(1)を注入

．(3)を挿入し、胃洗浄を行った後、（１）を注入

ｅ(3)を挿入し、１時間毎に(,)を注入

－５０９－１－ －５０９－２－

ＥＲＣP画像

３４５歳の男性。２２歳で大学卒業後、自動車会社で設計の仕事をしている。６か月前から新しいプロ

ジェクトに携わり、連日残業で多忙を極めていた。３か月前から、入眠困難、中途覚醒がみられる

ようになった。ｌか月前から、意欲の低下、抑うつ気分出現し、仕事中に動惇や息苦しさを感じるよ

うになった。１週間前から、「この世からいなくなりたい」と希死念慮を訴え、仕事に行けなくなっ

たため、精神科へ初診となった。この３か月間で食欲低下も著明で、７kgの体重減少がみられた。

朝が不調で動くことができず、夕方にやや気分の改善がみられ、気分の日内変動が認められた。

正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ休職と自宅療養を勧めた。

ｂ気分転換に旅行を勧めた。

ｃ家族が励まして出社させるように勧めた。

ｄ抗うつ薬、睡眠導入剤を用いた薬物療法を開始した。

ｅ性格の問題があり、薬物療法は効果が出にくいと説明した。
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６下図のＡ～Ｅのうちで、単純性腎嚢胞内のCT値を表しているもっとも近いのはどれか。４３２歳の女性。内科で全身性エリテマトーデスと診断され副腎皮質ステロイドによる治療を２年間

受けている。４週前から、左股関節から殿部の痛みを訴えるようになり来院した。単純エックス線

写真では、明らかな異常を認めない。

回

ＨＵ１０００

Ａ
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５０

股関節病変の早期診断に最も有用な検査はどれか。

ａ骨生検

ｂ単純ＭＲＩ

c股関節造影

ｄ血液学検査

ｅ骨シンチグラフィ

Ｃ

同

Ｄ

画

呂

「
舎
醸
且
手

-．１０００

５２種類の降圧剤Ａと降圧剤Ｂの安全性を比較するために、降圧剤Ａを服薬中の患者10,000名と降

圧剤Ｂを服薬中の患者10,000名を登録し、１年間の観察期間中における副作用の発生割合を比較す

ることとした。

毎'1００

弓
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この研究はどれに属するか。

ａ無作為化比較対照試験

ｂメタアナリシス

ｃ症例対照研究

ｄコホート研究

ｅケースシリーズ研究
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８６８歳の男性。畑仕事中に重いものを持って歩いたり、畑を耕すと胸部に違和感を覚えていたが、

すぐ消失していたので放置していた。最近、マンションの階段を３階まで上ると、前胸部全体が圧

迫される症状が出現したために来院した。圧迫感は休息をとると２から３分で軽快する。安静時に

同症状は生じたことはない。健康診断では、糖尿病、高血圧を指摘されていたが放置していた。以

下に、来院時の心電図、その後に施行した薬物負荷心筋シンチグラフイーを示す。

７５５歳の男性。健康診断で血清クレアチニン値高値を指摘され来院。１０年以上前に尿蛋白と高血圧

を指摘されたことがあるが放置していた。血圧180/lOOmmHgo下腿に浮腫を認める。血清生化学

所見：尿素窒素70mg/〃、クレアチニン5.3mg/“・腎臓超音波検査写真と心電図を示す。

心電図所見

認められるのはどれか。

ａＫ３･OmEq/Ｌ

ｂＯａ１０．２mg/剛

ｃＰ2.9mg/〃

ｄＨＣＯ５３３ｍｍｏｌ/Ｌ

ｅＨｂ７８ｇ/(脇

旬

腎臓超音波検査
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この患者で腹膜刺激徴候の有無を確認するのに適さない診察手技はどれか。

ａ右下腹部を手拳で直接叩く。

ｂ咳払いをさせ、嬉痛誘発の有無およびその部位を尋ねる。

ｃ左側臥位にし、右股関節を他動的に過伸展させ、痛みの誘発をみる。

ｄ左下腹部を数秒圧迫した後、急に手を離し、右下腹部に痛みが誘発されるかみる。

ｅ仰臥位で右股関節と膝関節とを屈曲し、右股関節を他動的に内旋させ、痛みの誘発をみる。

「

Ｆ
』

正しいのはどれか。

ａ不安定狭心症であり、直ちに緊急入院させる。

ｂ胸部圧迫感の原因は、狭心症というより不整脈の可能性が高い。

ｃ安定狭心症であり、心臓カテーテル検査の入院適応がある。

ｄ薬物負荷心筋シンチグラフィ－では異常がないので、薬物治療:Ｉ

ｅ急性心筋梗塞を既に発症しており、直ちに緊急入院させる。

次の文を読み９～１１の問いに答えよ。

２５歳の男性。数時間前からの腹痛を主訴に受診した。初めは腹部正中の圧迫されるような痛みであ

ったが、次第に11厘気を伴い、右下腹部も痛くなってきたという。暇吐はしていない。便の性状変化や

排尿随伴症状はない。

薬物治療を開始する。
９診断を考える上で重要な病歴はどれか。２つ選べ。

ａ数時間前からの腹痛。

ｂ圧迫されるような痛み。

ｃｌｌＥ気を伴うが咽吐はない。

ｄ右下腹部への痔痛部位の変化。

ｅ便の性状変化や排尿随伴症状がない。

１０患者に特記すべき既往歴はない。身体所見は、意識清明、体温37,6℃、呼吸２０回/分、血圧

110/７０mmHg，脈拍９０/分、整。頭頚部および胸部に異常を認めない。腹部膨隆は無く、腸雑音を

聴取する。右下腹部に圧痛があり、直腸指診で１０時方向に圧痛を認める。

「

Ｆ
凶

１１この患者には腹膜刺激徴候が認められた。血液検査では、白血球数12,000、貧血はなく、肝機

能・腎機能・電解質に異常を認めない。右下腹部の超音波所見を示す。

治療として適切なのはどれか。

ａ緊急 手術

ｂ帰宅させ経過観察

ｃ入院させ経過観察

dアンピシリンを点滴投与

ｅマクロライド系抗菌薬を経口投与

右下腹部の超音波所見

－５０９－７－
－５０９－８－
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この画像診断が最も有用な疾患はどれかｃ１４核医学画像を示す。

ａ 胃 猫

ｂ肝細胞癌

ｃ卵巣癌

．悪性リンパIｍ

ｅ転移性骨腫傷

１２２４歳の男性。通勤中の電車に乗っているときに、突然、動惇、発汗、息苦しさが出現。また、

強度の不安も出現したため、次の停車駅で下車。駅員により救急車が要請された。しかし、救急

車で搬送中に不安は改善し、受診後の血液検査、心電図検査でも異常所見を認めなかった。とこ

ろが、その後も電車に乗ると、同様の症状が出現している。

ＰＯＳｒＬAＮＴＲ

「

Ｆ
凶

万。

治療として正しいのはどれか。

ａ炭酸リチウム

ｂハロペリドール

ｃ塩酸ドネペジル

ｄ塩酸パロキセチン

ｅバルプロ酸ナトリウム

１３１２歳の男児。左股関節痛で来院した。単純エックス線写真で左大腿骨頭すべり症を認める。

この患者に認められる身体所見はどれか。

aAllissign

bclicksign

cTinelsign

dtelescopeslgn

eDrehmannslgn

核医学画像

－５０９－１０－
－５０９－９－
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１８急性骨髄性白血病の予後因子のひとつに染色体核型がある｡１５２６歳の女性。１年前の健診で検尿異常はなかった。ｌか月前から微熱があり、関節痛を認めた。

１２日前に咽頭痛が出現し、５日程持続した。昨日朝、コーラ色の尿が出て、午後には下肢に浮腫

が出現した。浮腫と頭痛を訴えて来院した。血圧146/92mmHg・尿所見：潜血（3＋)、蛋白（3＋)。

血液所見：Ｈｂ13.69/〃・血清生化学所見：アルブミン３．７９/“クレアチニン1.4mg/d4．

予後良好因子とされる核型はどれか。２つ選べ。

ａ－７

ｂｉｎｖ(１６）

cnoImal(核型正常）

ｄｔ（8;21)(q22;q22）

ｅｔ（9;22)(q34;qll）

考えられるのはどれか。２つ選べ。

ａ急性腎炎症候群

ｂ急速進行性腎炎症候群

ｃ慢性腎炎症候群

ｄネフローゼ症候群

ｅ慢性腎不全

１９６０歳の男性。５年前から軽度の労作時呼吸困雌を自覚していたが、放置していた。約２週間前

から呼吸困難が増悪し、階段の昇降時や入浴時に呼吸困難を著しく自覚するようになったため、

来院した。２０歳より30本/日、４０年間の喫煙歴がある。

動脈血ガス分析は空気吸入下で、ｐＨ735、ＰＣＯ２５４．６Torr、Ｐｏ２５４０Ｔｏｒｒ，HCO５２９．８，mol/’、

ＢＥａｌｍｍｏｌ/０．ＢＮＰ12.1pg/'11,（基準：18.4pg/11Ⅲ以下)。胸部エックス線写真を示す。

１６６８歳の女性。多嚢胞腎による慢性腎不全のため５年前より血液透析を受けている。石灰化を伴

う大動脈弁狭窄症（圧差80mmHg）・上行大動脈の拡張（直径38ｍｍ）と診断され、大動脈弁人工

弁置換術の予定である。

診察所見として正しいのはどれか。

ａ打診清

ｂ肋間陥凹

ｃ呼吸 音減弱

ｄ声音振幽増強

ｅ表在静脈拡張

２つ選べ。
人工弁（生体弁・機械弁）を選択する際に考慮すべき点はどれか。２つ選べ。

ａ年齢

ｂ性別

ｃ上行大動脈の拡張

ｄ大動脈弁の石灰化

ｅ血液透析患者であること。
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１７４９歳の女性。ｌか月前から頭痛が出現した。肩こりと思っていたが、１週間前から動くと頭痛

が増悪し、夜間に頭痛で目覚めるようになった。鎮痛剤を服用し対処していたが、歩行時にふら

つきと目のかすみも出現した。昼間から頭痛が増強し、IlE吐も出現したため夜間救急外来を受診

した。

来院時患者は苦悶上で、順吐を繰り返し、やや非協力的であった。血圧は150/95、脈拍86/分、

整、体温37.2℃・

安静が保てず眼底は十分見えなかった。髄膜刺激徴候は陰性。DTRは右上下肢で冗進していた。
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胸部エックス線写真

－５０９－１２－

直ちに行うべき検査はどれか。

ａ腰椎穿刺

ｂ脳波

ｃ脳血流SPECT

d頭部CＴ

ｅ筋電図
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２１５２歳の女性。霧視を主訴に眼科を受診し、ぶどう膜炎と診断された。血液生化学検査ではACE

が上昇していた。

胸部エックス線写真を示す。

７０歳の男性。血疾を主訴に来院した。２か月前より咳蹴が出現し、２週間前より血疾を認める

ようになった。

胸部聴診では左全肺野で呼吸音が減弱していた。

受診時の胸部エックス線写真を示す。

2０
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有用でない検査はどれか。

ａ気管支洗浄

ｂ胸部造影ＣＴ

Ｃ経気管支肺生検

ｄツベルクリン反応

ｅ６７Ｇａシンチグラフィー

h
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戸和L殆

目茜誉、

－５０９－１３－

正しいのはどれか。

ａ肺水腫

ｂ右自然気胸

ｃ大葉性肺炎

ｄ左大量胸水

ｅ左主気管支閉塞

拠蝉一
埴で

最も考えられる診断はどれか。

ａ成人Still病

ｂ関節リウマチ

ｃ多発性硬化症

ｄＧ1,111分m-Barre症候群

ｅアレルギー性肉芽腫性血管炎

－５０９－１４－
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胸部エックス線写真
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２２６０歳の男性。両足のしびれを主訴に受診。

現病歴：lか月前に近医で施行した血液検査にて白血球増多を指摘された。また同時期より両手

の関節痛が出現した。２週前から両足のしびれを自覚している。

既往歴：５６歳時より気管支瑞息で近医通院加療中。

現症：体温36.8℃、身長170ｃｍ、体重64kg･脈拍60/分、整。血圧126/80mmHg･肺野に雑音な

し。両下腿に軽度の筋力低下を認める。両アキレス腿反射の減弱あり。両側足底部の感

覚低下。両下腿に径３～５ｍｍ大の紫斑を数個認める。

検査所見：尿所見：蛋白（－)、糖（一)。便潜血陰性。血液所見：白血球13,000（好酸球35%)、

赤血球374万､Ｈｂｌｌ２ｇ/“､血小板45万｡血液生化学所見：GOT261U/‘、GPT391U/’、

LDHl981U/’（基準120-240)、BUNl8mg/〃、CrO,7ｍｇ/伽。ＣＲＰ2.1ｍｇ/伽。

胸部エックス線写真
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２３５３歳の男性。

現病歴：３か月ほど前から食べ物のつかえ感を感じるようになったため来院した。

既往歴：特記すべきことはない。

生活歴：会社経営者である。離婚歴が１回で、現在は独身。多数の性交渉のパートナーがいる。

現症：身長173cm、体重85kg、体温36,3℃、脈拍88/分、整。血圧134/78ｍｍＨｇ･口腔粘膜・舌に

白苔あり。胸腹部に異常を認めない。神経学的異常なし。皮膚にも異常所見はない。

検査所見:HIV-RNA定量値96,000copies/1119､CD4陽性T細胞数39/“｡

上部消化管内視鏡写真を示す。

次の文を読み、２４～25の問いに答えよ。

６０歳の女性。左乳房腫痛を主訴に来院した。左乳房C領域に３cm大の可動性良好で硬い腫痛を触知

した。乳房腫揃間距離は３cm、乳頭からの分泌はなく、ｄｉｍｐ]jngsignは認められなかった。左肱街に

可動性良好で母子頭大の硬いリンパ節を触知した。身長152cm、体重74kg。２経妊、２出産、０流産。

超音波検査写真とマンモグラフイ写真を示す。

上部消化管内視鏡写真

この症例にみられる食道病変はどれか。

ａ食道癌

ｂ食道憩室症

ｃ逆流性食道炎

ｄ食道カンジダ症

ｅ 食 道 ア カ ラ ジ ア

左乳腺C領域の超音波検査写真
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２５最初に行うべき治療はどれか。

f~

Ｌ

２６生後３日の新生児において異常なのはどれか。

ａ吸綴反射陽性

ｂ１日尿:量30mｌ

ｃ６％の体重減少

ｄ１日I1iW乳量回数８回

ｅ右肋骨弓下に肝を１ｃｍ触知

２４治療方針の決定に必要でないのはどれか｡

ａ針生検

ｂ頭部ＣＴ

Ｃ胸腹部ＣＴ

ｄ骨シンチグラフィ

ｅマンモトーム生検

２７小児の胸部単純エックス線写真について正しいのはどれか。

aS8jlsignは胸腺のエックス線所見である。

ｂ心胸郭比は吸気より呼気の方が小さくなる。

ｃ乳児では吸気、呼気どちらで撮影しても良い。

dHoltzlmechtsignはクループ症候群でのエックス線所見である。

ｅ乳児の場合、管球の位置は鎖骨が第６胸椎にあれば適切な位置である。

Ｆ
電

ａ手術

ｂ 化 学 療 法

ｃ 緩 和 療 法

ｄ放射線治療

ｅホルモン療法

２８５８歳の男性。以前より会社健診で耐糖能異常を指摘されていたが放置していた。仕事中に突然

生じた前胸部痛で救急外来を受診した。心臓カテーテル検査で右冠状動脈に狭窄性変化が認めら

れPTCAが行われた。今後、抗凝固療法が必要と考えられる。

治療の指標として適切なのはどれか。

ａＨＰＴ

ｂＡＰＴＴ

ｃＰＴ－ＩＮＲ

ｄ血小板凝集能

eRumpel-Leede試験
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１

『

２９小児の手の先天性疾患を示す。

aWasselのＩ型

bWasselのⅡ型

cWasselのⅢ型

dWasselのⅣ型

eWasselのＶ型

３１２０歳の女性。１週間前から感冒症状出現。昨日から両下腿に紫斑が出現し来院した。紫斑は浸

潤を仙知した。写真を示す。

エックス線写真に基づいて分類で正しいのはどれか。

剛

。罰１

地塁

"慰馴
‘li,-
電窮 ．

３２硬膜外麻酔、脊髄くも膜下麻酔で正しいのはどれかＣ

ａ分離麻酔が可能である。

ｂ硬膜外麻酔の方より発現が早い。

ｃ止血、凝固異常がある場合脊髄<も膜下麻酔は安全である。

ｄ頚椎レベルで行うと頭頚部手術が可能である。

ｅ術後鎮痛に利用可能である。

－５０９－２０－

L’

－５０９－１９－

診断はどれか。

aKaposi肉腫

ｂうっ滞性皮間炎

ｃ慢性色素性紫斑

ｄ血小板減少性紫斑病

ｅシェンラインヘノッホ紫斑病

（SchOnlejnHenoch）

）
患
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１１
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右眼の眼底写真

０
０
０
０
０
０
０

２
３
４
５
６
７
８

聴
力
レ
ベ
ル
把

エックス線写真

３０５歳の女児。いびきと左耳の難聴を主訴に母親に連れられて来院した。４歳時よりいびきがあり、

アデノイドのためと言われていた。最近になり左耳の難聴が増悪してきた。左耳の純音聴力図を

示す。

０
０
０

１

１

nＦ

３３７２歳の男性。３週前より右眼の視力低下を主訴に来院した。嬬正視力は右眼（0.08)、左眼（1.2）

であった。右眼の眼底写真を示す。左眼の眼底に異常は認められなかった。

診断のために有用な検査はどれか。

ａ音叉検査

ｂ語音聴力検査

ｃ聴性脳幹反応

ｄｎ記ｵｰヅｵﾒﾄﾘ

ｅインピーダンスオージオメトリ

1２５２５０5001000200040008000

周波数Ｈｚ

左耳の純音聴力図

ｙ

型

最も考えられるのはどれか｡

ａ加齢 黄 斑 変 性 症 一

bVogt-小柳-原田病

ｃ裂孔原性網膜剥離

ｄ網膜静脈分枝閉塞症

ｅ網膜中心静脈閉塞症

ワＵ

１００

１１０

可

‐［
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７日前からの哩声を主訴に受診した。喉頭フアイバースコピーで左声帯の運動障３４６３歳の男性。

害を認める。

頂声の原因検索として必要でないのはどれか。

頚部CT

I阿部CＴ

腹部ＣＴ

頚部超音波検査

上部消化管内視鏡検査
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